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Ⅰ．序 論 
 
 福島県相馬市内に位置する松川浦は北端の浦口から单へ伸びる本湾部と浦口から西へ広
がる支湾部からなる潟湖である。水深が浅く浦内各所に干潟が発達する一方、外海から湾
奥部まで澪筋が掘削されており、また浦内にはアマモ、アオサなどの生育する藻場が点在
するなど、浦内にさまざまな環境要素を備えている。また水深が浅く、潮汐や淡水流入の
影響を受けやすいため、水温、塩分などの変動が大きいという特徴を持つ。このような浦
内の環境多様性および環境の季節的変化を受け、松川浦内には水域ごと、季節ごとに異な
る魚類群集が形成され、環境の季節的変化につれて出現魚種組成が移り変わっていくこと
が知られている。 
東北太平洋側の代表的な内湾域である松川浦は、魚類仔稚魚の成育場として重要である
といわれている（福島県、2005；根本ら、2007）。浦内に性格の異なるさまざまな環境条件
のあることが多くの魚種に好適な成育環境を与えているのではないかと考えられるが、浦
内の環境的な多様性に対応して水域ごと、季節ごとに異なる特徴を持つ魚類群集が編成さ
れることと、松川浦の成育場としての機能との関係は明らかになっていない。 
 本研究では、松川浦内を成育場として利用する魚類について、「浦内の多様な環境特性の
水域が組み合わさり成育場となっているのか、それとも各魚種がそれぞれ卖一の水域のみ
を成育場として利用しているのか」という点を明らかにし、また環境多様性が成育場とし
ての機能となっているならば、仔稚魚の成育場としての要素は何であるのかを検討するこ
とを目的とした。 
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Ⅱ．材料と方法 
 
 魚類採集には小型地曳網を用いた。また福島県水産試験場相馬支場による浦内の中央水
路部での幼稚魚調査で得られた魚類サンプルも用いた。 
１．地曳網調査 
１）調査水域 
本研究では松川浦内の環境特性の異なる水域に７定点を設けた（図 1-1）。それぞれの定
点の概要は次のとおりである。 
St.1A：西側支湾中央部。水路部を曳網。浦口からの直線距離 1.33km、平均水深約 120cm。 
St.1B：西側支湾中央部。水路部より岸付近の浅所までを曳網。浦口からの直線距離
1.33km、平均水深約 80cm。春季には糸状の小型海藻が繁茂した藻場となっていた。 
St.2：宇多川河口前面。浦口からの距離 1.32km、平均水深約 60cm。干潮時には干潟が
出現する。 
St.3：本湾单奥部。近くに小河川および農業排水路が流入している。浦口からの距離
4.36km、平均水深約 60cm。干潮時には干潟が出現する。 
St.4A：本湾北部入り江。水路部を曳網。浦口からの距離 1.01km、平均水深約 115cm。
アオサの繁茂、堆積がみられる。 
St.4B：本湾北部入り江。水路部より岸付近の浅所までを曳網。浦口からの距離 1.01km、
平均水深約 40cm。アオサの繁茂、堆積がみられる。 
St.5：本湾中央水路部。浦口からの距離 2.32km、平均水深 270cm。澪筋となっており水
深が深い。 
 
２）調査方法 
 調査は 2007 年 8 月から 2008 年 8 月までの期間、約 2 ヶ月に 1 度の頻度で行った。潮汐
による影響をできるだけ小さくするため、可能な限り午前中の上げ潮時に調査を行うよう
設定した。 
 魚類の採集には小型地曳網（片袖網長 2.9m、袋網長 4.8m、袖網の目合 20mm、袋網の
目合 5mm）を用い、各調査定点において 1 回ずつ曳網を行った（曳網距離 50～80m）。ま
た魚類採集と同時に、水深、水温、塩分を測定した。 
採集した魚類は 10％ホルマリンで固定し、種の同定、個体数の計数、体サイズ測定（全
長、体長、体重）、生殖腺重量の測定、消化管内容物の分析を行った。採集個体数を曳網距
離で除すことで曳網距離 10m あたりの採集個体数とし、生息密度の指標とした。 
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２．福島県水産試験場相馬支場による幼稚魚調査 
 調査は松川浦内の中央水路部（2 号水路、3 号水路、7 号水路）に設定した 5 定点（図 1-2）
で、2007 年 5 月から 2008 年 10 月までの期間、毎月 1 回の頻度で行った。魚類の採集には
ビームトロール網（網口幅 2.0m、袖網を含めた全長 10m、魚取部の目合 20mm）を用い、
各定点１～２回ずつ、速度 1.5～２ノットで 5 分間曳網した。 
採集した魚類は 10％ホルマリンで固定し、種の同定、個体数の計数、体サイズ測定（全
長、体長、体重）を行った。採集した魚類は、採集個体数を曳網時間で除し、1 曳網（5 分
間）あたりの採集個体数を求めた。 
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Ⅲ．結 果 
 
１．調査水域の概要 
１）水温 
 図２は各調査定点別の表面水温の季節変化である。調査期間中の最低水温は 2008 年 2 月
の 2.5℃、最高水温は 2007 年 8 月の 28.1℃であった。表面水温を外海である鵜ノ尾崎沖の
2006~2008 年の平均表面水温（高萩、未発表）と比較すると（図３）、松川浦内の水温（全
定点平均）は水温上昇期（3 月～8 月）には外海の水温を上回り、2007 年 8 月には外海よ
り 3.2℃高くなっていた。水温下降期（9 月～2 月）には浦内の水温は外海の水温を下回り、
2008 年 2 月には外海の水温を約 3.3℃下回った。水温の年較差は外海で 16.2℃、浦内では
22.3℃であり、浦内の水温は外海と比べ季節的に大きく変動していた。 
また定点間での表面水温を比較すると、湾口からもっとも遠い St.3 では水温の年較差が
25.6℃と最も大きく（他の定点では 21.5~22.8℃）、外海からの海水の流入が尐ないこと、
水深が浅いことによって外気温の影響を強く受けることから、水温の季節変化が大きい。 
２）塩分 
図４は各調査定点の表面塩分の季節変化である。塩分は年間を通し多くの定点で 26～
32PSUであり、松川浦は閉鎖性の高い内湾でありながら外海水が水路部を通じて湾奥部まで
侵入するために、塩分の値は海水のそれに近い。 
定点間での表面塩分を比較すると宇多川河口に当たる St.2 では 2007 年 8 月に 11.1PSU、
2007年 10月に 17.7PSUと低い値を示し、流入河川の河口前面では淡水流入の影響を受け塩
分が大きく変動していた。また浦奥部の St.3では年間を通して他の定点と比べ塩分が低く、
水温の結果と同様浦奥部ほど外海水の影響が小さいことを示している。 
 
２．出現魚種 
１）魚種数および個体数 
調査期間中、地曳網調査および福島水試によるビームトロール調査で合わせて 49 種（不
明種３種を含む）の魚類が採集された。このうち地曳網調査では 39 種（不明種３種を含む）
計 6583 個体が、ビームトロール調査では 34 種計 610 個体が採集された。 
２）魚種組成の季節変化および各定点での魚種組成 
 図５は地曳網調査で採集された魚類についての出現魚種数および出現個体数の季節変化、
図６は地曳網調査で採集された魚類についての魚種組成である。出現魚種数は 2007 年 8 月
に 20 種、2008 年 5 月に 23 種と多く、春季～夏季に出現魚種数が増加していた。一方 2008
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年 2 月には出現魚種数は 8 種と尐なかった。2007 年 8 月および 10 月には採集個体数が増
加したが、これは 8 月にはビリンゴが、10 月にはアシシロハゼが多数採集されたためであ
る。 
図７は定点ごとの出現魚種数および個体数の季節変化である。出現魚種数は多くの定点
で冬季に減尐する傾向があったが、アオサ藻場の深所に当たる St.4A では春季、夏季と冬
季の出現魚種数に大きな差はみられなかった。一方浦口に近い水路部（St.1A、St.1B）中
央水路部（St.5）など外海の影響を強く受ける水域では春季に出現魚種数が増大した。 
図８、表１は地曳網調査で採集された魚類の定点別の出現魚類組成と上位出現種である。
調査期間を通して採集個体数の多かったアシシロハゼ、ビリンゴ、シラウオが多くの定点
で優占していたが、一方、水路部の定点（St.1A、St.5 など）ではスジハゼ、ハタタテヌメ
リ、マコガレイが、河口前面部の定点（St.2 など）ではヒメハゼが、アオサ藻場である定
点（St.4A、St.4B など）ではタケギンポがそれぞれ上位出現種となっていた。 
 
３．各魚種の出現状況と浦内での生活史 
 出現魚種について、本研究での出現状況を元に以下のように区分した。ただし採集個体
数の尐ない個体については同じく仙台湾に面した潟湖である万石浦での出現状況（座間、
1999）等を参考に、それぞれの魚種の基本的な生態を勘案して松川浦での出現状況を区分
した。 
 
A 通年出現種：年間を通し浦内に生息する種。なお、内湾性が強く生活史のほとんどを浦
内で完結する種と、内湾域から外海域まで分布する種で、成長とともに外海域へと移動す
る種とがあるが、本研究では一括して通年出現種として区分した。 
A-1 浦内に広く出現する種 
A-2 浦内の特定の水域に偏って出現する種 
A-3 通年出現種と考えられるが出現個体数の尐なかった種 
B 季節的出現種：特定の季節に特定の発育段階の個体がまとまって浦内に出現する種 
 B-1 浦内に広く出現した種 
 B-2 浦内の特定の水域に偏って出現する種 
 B-3 季節的出現種と考えられるが出現個体数の尐なかった種 
C 偶来種：浦内での出現がごく短期間、尐数の個体に限られる種 
 
 以下、それぞれに区分される魚種の出現状況について記載する。 
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A 通年出現種 
A-1 浦内に広く出現する種 
１）アシシロハゼ 
 表２は地曳網調査におけるアシシロハゼの出現状況（10m 曳網あたりの採集個体数）で
ある。6 回の地曳網調査で計 2287 個体が採集された。本種は松川浦の優占種となっており、
浦内の各定点で調査期間を通し採集されたが、中央水路部の St.5 では出現個体数が尐なか
った。 
 図９は地曳網により採集された本種の調査月別の全採集個体についての体長組成である。
2007 年 10 月に着底直後と考えられる体長 20~30mm の稚魚が多数出現し、その後 2008
年 2 月まで体長組成に変化は見られなかった。5 月には体長 30~40mm の個体が多数出現し
た。成長の良い個体では 50mm を超えており、2 月から 5 月の間に急速に成長したことが
判る。2008 年 8 月には大部分が体長 40mm 以上となったが、採集個体数は尐なかった。図
10 は調査月別の定点別体長組成である。どの季節にも、本種の体長組成には定点間での差
はみられなかった。体長組成より、8 月には満 1 歳魚と推定される個体が尐数出現したが
10 月には採集されておらず、本種は 5~8 月に満 1 歳で産卵後死亡するとみられる。 
 表３はビームトロール調査によるアシシロハゼの出現状況（5 分曳網あたりの採集個体
数）、図 11 はビームトロールにより採集されたアシシロハゼの調査月別の体長組成である。
ビームトロール調査では春季～夏季に浦内中央水路部で計 17 個体が採集された。また秋か
ら冬にかけては採集されなかったが、これは地曳網と比べ網の目合が大きいためである。 
図 12 はアシシロハゼの消化管内容物中の食物生物別の出現割合である。10 月から 2 月
にかけて出現した体長 30mm 以下の稚魚ではカイアシ類を主な食物としていた。5 月以降
に出現した未成魚～成魚期の個体ではカイアシ類に加え多毛類、ヨコエビ類、アミ類を主
に摂食しており、成長に伴って多様な底生生物への食性の変化がみられた。それぞれの時
期における定点間での食性の差はみられなかった。 
本種は調査期間を通し浦内の浅所を中心に浦内全域に出現したこと、また季節的な移動
や成長に伴う生息水域の変化がみられなかったことから、本種は 5～8 月ごろに浦内で産卵
後、浮遊期の生活は不明だが尐なくとも着底直後から成魚にいたるまで、浦内のほぼ全域
を生息場所とするとみられる。 
 
２）マハゼ 
 表４は地曳網調査におけるマハゼの出現状況（10m 曳網あたりの採集個体数）、表５はビ
ームトロール調査におけるマハゼの出現状況（5 分曳網あたりの採集個体数）である。本種
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は地曳網調査、ビームトロール調査の両方で年間を通し出現がみられた。 
 図 13は地曳網により採集された本種の調査月別の全採集個体についての体長組成である。
既往の知見から本種は春季に産卵すると考えられ、2007 年 8 月には体長 20~50mm の当歳
魚が採集された。図 14 は本種の調査月別の定点別体長組成である。2007 年 8 月に採集さ
れた個体の多くは浦内湾奥部にあたる St.3 で採集された。また、2007 年 10 月以降は季節
的な移動や定点間での体長組成の差はみられなかった。図 15 はビームトロールにより採集
された本種の調査月別の体長組成である。ビームトロール調査では体長 100ｍｍを越える個
体が調査期間を通し採集されており、採集個体数が尐ないため明らかではないが、夏季に
出現した当歳魚のうち成長の早いものは 10 月には体長 100mm に達する。 
 本種は出現状況から、着底後の稚魚は浦内の浅所を成育場とし、成長に伴いより水深の
深い水路部へと移動するとみられる。 
 
３）アカオビシマハゼ 
 表６は地曳網調査でのアカオビシマハゼの出現状況（10m 曳網あたりの採集個体数）で
ある。地曳網調査では 2007 年 8 月、2008 年 8 月を除く調査期間を通じて計 56 個体が採集
された。出現水域は宇多川河口域を除き浦内全域にわたっていたが、特にアオサ藻場であ
る St.4A で採集数が多かった。表７はビームトロール調査でのアカオビシマハゼの出現状
況（5 分曳網あたりの採集個体数）である。ビームトロール調査では、2007 年 5 月~9 月に
中央水路部で計 10 個体が採集された。 
 図 16は地曳網により採集された本種の調査月別の全採集個体についての体長組成である。
2007 年 10 月に着底直後と推定される体長 20~30mm 前後の個体が多数出現し、その後翌
年 2月まで体長組成は変化しなかった。5月には体長 40mmを超える個体が多数出現した。
図 17 は本種の調査月別の定点別体長組成である。St.4A 以外の定点では採集個体数が尐な
く、それぞれの季節での定点間での体長組成の差は明らかでない。図 18 はビームトロール
により採集された本種の調査月別の体長組成である。ビームトロール調査では 5 月～9 月に
かけ体長 30mm 台～50mm 台の個体が採集されたが、個体数が尐なく体長組成の季節変化
および成長は不明である。 
 
４）シモフリシマハゼ 
 表８は地曳網調査におけるシモフリシマハゼの出現状況（10m 曳網あたりの採集個体数）
である。地曳網調査では 2008 年 2 月をのぞく調査期間を通じ、計 21 個体が採集された。
表９はビームトロール調査におけるシモフリシマハゼの出現状況（5 分曳網あたりの採集個
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体数）である。ビームトロール調査では、2007 年 5 月~9 月に中央水路部で計 11 個体が採
集された。 
 図 19は地曳網により採集された本種の調査月別の全採集個体についての体長組成である。
2007 年 10 月に着底直後と推定される体長 20~30mm の個体が出現し、12 月には体長 30
ｍｍほどに成長していた。2008 年 5 月には体長 40mm を超える個体が出現した。図 20 は
本種の調査月別の定点別体長組成である。本種は主に St.4A で多く出現しており、定点間
での体長組成のちがいは明らかでない。図 21 はビームトロールにより採集された本種の調
査月別の体長組成である。ビームトロール調査では 5 月～9 月にかけ体長 40mm～90mm
の個体が採集されたが、個体数が尐なく体長組成の季節変化および成長は不明である。 
 
A-2 浦内の特定の水域に偏って出現する種 
１）スジハゼ 
 表10は地曳網調査におけるスジハゼの出現状況（10m曳網あたりの採集個体数）である。
地曳網調査では 2008 年 2 月を除く調査期間を通じ計 243 個体が採集された。本種の出現は
水路部である St.1A、St.1B、St.5 で特に多かったが、8 月には湾奥部の St.3 にも出現した。
表 11 はビームトロール調査におけるスジハゼの出現状況（5 分曳網あたりの採集個体数）
である。ビームトロール調査では浦内の中央水路部で計 57 個体が採集された。 
 図 22 は地曳網により採集された本種の調査月別の全採集個体についての体長組成、図 24
はビームトロールにより採集された本種の調査月別の体長組成である。本種はどの季節で
も体長 20mm台の稚魚から体長 50mmを超える成魚まで発育段階全般にわたって採集され
た。着底直後と考えられる体長 10~20mm 台の稚魚が 8 月から 12 月にかけて出現している
ことから、本種の産卵期は春季～夏季にかけて長期にわたるものとみられる。図 23 は本種
の調査月別の定点別体長組成である。同時期における定点間で体長組成に差はみられなか
った。 
 図 25 は本種の消化管内容物中の食物生物別の出現割合である。10 月に採集された個体で
はカイアシ類および多毛類を主な食物としていた。5 月から 8 月に採集された個体では多毛
類、カイアシ類、ヨコエビ類、アミ類、クーマ類と幅広い生物を摂食していた。本種の利
用していた食物生物は多くの分類群を含むが、それぞれの時期における定点間での食性の
差はみられなかった。 
 本種は調査期間を通し、稚魚期の個体から成魚までが浦内の水路部である水域に多数出
現した。季節的な移動や成長に伴う分布水域の変化は見られず、本種は生活史を通し浦内
の水路部に生息している。 
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２）ヒメハゼ 
 表12は地曳網調査におけるヒメハゼの出現状況（10m曳網あたりの採集個体数）である。
地曳網採集では調査期間を通じ、計 240 個体が採集された。またほとんどの個体が宇多川
河口前面の St.2 で採集された。一方、ビームトロール採集では採集されなかった。 
 図 26は地曳網により採集された本種の調査月別の全採集個体についての体長組成である。
2007 年 10 月に体長 20~30mm の稚魚が多数出現し、その後翌年 2 月まで体長組成に変化
はみられなかった。2 月から 5 月の間に急速な成長がみられ、5 月には採集個体の大部分が
体長 35mm を超え、大きいものでは体長 60mm を超えていた。2008 年 8 月にはほとんど
の個体が体長 40mm 以上になっていた。10 月には 1 歳魚と推定される個体が尐数出現した
が10月には1歳の個体はまったく採集されなかった。本種は5~8月ごろに満1歳で産卵し、
その後死亡するとみられる。図 27 は本種の調査月別の定点別体長組成である。本種は出現
個体のほとんどが St.2 で採集され、成長に伴う移動はみられなかった。 
 図 28 は本種の消化管内容物中の食物生物別の出現割合である。本種は生活史を通し多毛
類を摂食している個体の割合がもっとも高く、10 月から 2 月にかけて出現した体長 30mm
以下の個体では多毛類およびカイアシ類を主に摂食していた。5 月には多毛類、カイアシ類
に加えヨコエビ類、アミ類が、8 月にはヨコエビ類が主な食物となっていた。 
本種は調査期間を通し宇多川河口前面に多数出現した。本種は体長 30mm まではカイア
シ類および多毛類を主な食物とし、成長すると多毛類、ヨコエビ類、アミ類などへと食性
が変化するが、季節的な移動や成長に伴う分布水域の変化は見られず、本種は生活史を通
し宇多川河口周辺に生息するものと考えられる。 
 
３）タケギンポ 
 表 13 は地曳網調査におけるタケギンポの出現状況（10m 曳網あたりの採集個体数）であ
る。地曳網採集では 2007 年 10 月を除く調査期間を通し、計 66 個体が採集され、特にアオ
サ藻場である St.4A、小型海藻が繁茂していた 2008 年 5 月の St.1B で多数採集された。表
14 はビームトロール調査におけるタケギンポの出現状況（5 分曳網あたりの採集個体数）
である。ビームトロール採集では調査期間を通じ、中央水路部で計 24 個体が採集された。 
 図 29は地曳網により採集された本種の調査月別の全採集個体についての体長組成である。
2008 年５月には体長 40~60mm にモードをもつ当歳群が出現し、2008 年８月には体長
60~80mm に成長していた。図 30 は本種の調査月別の定点別体長組成である。それぞれの
季節で、定点間の体長組成に差はみられなかった。図 31 はビームトロールにより採集され
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た本種の調査月別の体長組成である。ビームトロール調査では 1 歳魚以上と思われる体長
100mm 以上の個体が調査期間を通し出現していたが、採集個体数が尐なく成長過程および
年級群の詳細は明らかでない。 
 図 32 は本種の消化管内容物中の食物生物別の出現割合である。まとまった採集個体数が
得られた 2007 年 12 月、2008 年 8 月には、本種はカイアシ類、ヨコエビ類、有扇類、タナ
イス類を主な食物としていた。 
本種は調査期間を通し浦内の藻場となっている水域を中心に出現がみられた。仔稚魚期
の個体は採集されなかったが、本種は尐なくとも幼魚～成魚期にかけて松川浦内の藻場に
生息している。 
 
４）ハタタテヌメリ 
 表 15 は地曳網調査におけるハタタテヌメリの出現状況（10m 曳網あたりの採集個体数）
である。本種は 2008 年 2 月を除く調査期間を通し、地曳網調査にて計 69 個体が採集され
た。本種の出現は水路部となっている St.1A、St.1B、St.5 に集中していた。表 16 はビー
ムトロール調査におけるハタタテヌメリの出現状況（5 分曳網あたりの採集個体数）である。
ビームトロール調査では冬季を除く調査期間中、浦内の中央水路部で計 80 個体が採集され
た。 
 図 33は地曳網により採集された本種の調査月別の全採集個体についての体長組成である。
2007 年 8 月、2008 年 8 月には体長 10~20mm 前後の着底直後と考えられる稚魚が採集さ
れた。この当歳群は 10 月には体長 40~60mm に成長していた。図 34 は本種の調査月別の
定点別体長組成である。それぞれの季節で、定点間の体長組成に差はみられなかった。図
35 はビームトロールにより採集された本種の調査月別の体長組成である。ビームトロール
調査では 5 月に体長 50~70mm の当歳群が出現し、8 月には体長 80~100mm の満 1 歳群と
なった。 
 本種は調査期間を通し出現し、夏季には稚魚期の個体が採集された。また主な出現水域
は浦内の水路部となっており、本種は稚魚期から成魚期まで幅広い発育段階にわたり、浦
内の水路部の水域に生息するとみられる。 
 
５）マゴチ 
 表 17 は地曳網調査におけるマゴチの出現状況（10m 曳網あたりの採集個体数）である。
本種は地曳網調査にて調査期間を通じ、計 14 個体が採集された。本種の出現は水路部とな
っている St.1A、St.1B、St.5 に集中していた。表 18 はビームトロール調査におけるマゴ
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チの出現状況（5 分曳網あたりの採集個体数）である。ビームトロール調査では浦内の中央
水路部で調査期間を通し、計 60 個体が採集された。 
 図 36 は地曳網により採集された本種の調査月別の全採集個体についての体長組成、図 37
は調査月別の定点別体長組成である。2007 年 8 月に St.1B で体長 10mm 台の稚魚期の個
体 1 個体が採集され、10 月には体長 50mm 程度に成長していた。冬季にはほぼ成長が停滞
したものの、翌 5 月には体長 100~130mm に成長していた。図 38 はビームトロールにより
採集された本種の調査月別の体長組成である。ビームトロール調査では体長 120~200mm
の個体が採集され、これらは 1 歳の個体と考えられる。本研究では成魚期の個体は採集さ
れず、浦内で産卵を行っている可能性は低い。 
 本種は調査期間を通し、浦内の水路部にて当歳～1 歳の個体が採集された。一方、2 歳以
上の個体は採集されなかった。また夏季には稚魚期の個体が浦内で採集されている。この
ことから、本種は初夏に浦外の沿岸域で産卵後、夏季に稚魚が浦内へ移入し 1 歳ごろまで
浦内の水路部を成育場とし、その後外海へと出ていくとみられる。 
 
６）アイナメ 
表19は地曳網調査におけるアイナメの出現状況（10m曳網あたりの採集個体数）である。
地曳網採集では 2008 年 5 月に 1 個体のみ採集された。表 20 はビームトロール調査におけ
るアイナメの出現状況（5 分曳網あたりの採集個体数）である。ビームトロール採集では調
査期間を通し、計 19 個体が採集された。 
 図 39 は地曳網により採集された本種の調査月別の全採集個体についての体長組成、図 40
はビームトロールにより採集された本種の調査月別の体長組成である。採集個体数が尐な
いため成長過程は明らかでないが、本研究で採集された個体はすべて当歳魚から 1 歳魚の
ものであると考えられ、大型の個体は採集されなかった。 
 本種は主に春季から夏季にかけて、当歳魚～1 歳魚と思われる個体が浦内の水路部に出現
した。本研究では稚魚は採集されておらず稚魚期の動態は不明だが、本種は稚魚が浦内へ
移入後、1 歳ごろまで浦内の水路部を成育場として利用した後、外海へと出ていくとみられ
る。 
 
A-3 通年出現種と考えられるが出現個体数の尐なかった種 
以下の魚種は生息個体数は尐ないが、浦内に年間を通し生息すると考えられる。このグ
ループの魚種の多くは内湾域を主な生息水域とする魚種であるが、マアナゴやアサヒアナ
ハゼなど基本的には海水性の魚種であるが外海沿岸域と内湾域にまたがって分布するもの
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も含まれる。 
 
１）マアナゴ 
表 21 はビームトロール調査におけるマアナゴの出現状況（5 分曳網あたりの採集個体数）
である。本種はビームトロール調査で 2008 年 8 月に 2 個体が採集された。夜行性であるた
め本研究では尐数しか採集されなかったものと考えられ、本種は外海沿岸域を主な生息域
とするが一部は浦内にも分布するものと考えられる。 
 
２）サンゴタツ 
 表 22 は地曳網調査におけるサンゴタツの出現状況（10m 曳網あたりの採集個体数）、表
23 はビームトロール調査におけるサンゴタツの出現状況（5 分曳網あたりの採集個体数）
である。本種は地曳網で 2007年 10月に 2個体、ビームトロールで 2007年 11月および 2008
年 1 月に 1 個体ずつの計 4 個体が採集された。採集個体数は尐ないものの本種は生活史を
通して藻場に定住することが知られており、浦口付近のアマモ場などを中心に浦内に通年
生息している可能性が高い。 
 
３）ヨウジウオ 
 表 24 は地曳網調査におけるヨウジウオの出現状況（10m 曳網あたりの採集個体数）、図
41 は本種の調査月別の全採集個体についての体長組成である。本種は地曳網により 2007
年 8 月に 2 個体（体長 66~114mm）、2007 年 10 月に 1 個体（170mm）が採集された。採
集個体数は尐ないものの本種は生活史を通して藻場に定住することが知られており、浦口
付近のアマモ場などを中心に浦内に通年生息している可能性が高い。 
 
４）ヒモハゼ 
 表25は地曳網調査におけるヒモハゼの出現状況（10m曳網あたりの採集個体数）である。
本種は調査期間中、地曳網で湾奥部 St.3 および宇多川河口部 St.2 において計 7 個体が採集
された。本研究では採集個体数はわずかだが、本種の主な生息水域は内湾汽水域であり、
着底後は浦内で終生生活すると考えられる。 
 
５）ミミズハゼ 
 表 26 は地曳網調査におけるミミズハゼの出現状況（10m 曳網あたりの採集個体数）であ
る。本種は地曳網調査により 2008 年 2 月に 1 個体が採集された。本種は淡水の影響の強い
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河口域で産卵することが知られており、採集個体数は尐ないものの松川浦では流入河川か
ら浦内河口域にかけて通年生息すると考えられる。 
 
６）ヘビハゼ 
 表 27 は地曳網調査におけるヘビハゼの出現状況（10m 曳網あたりの採集個体数）、図 42
は地曳網により採集された本種の調査月別の全採集個体についての体長組成である。地曳
網採集では調査期間を通し 8 個体が採集されたが、採集個体数が尐なく成長過程は明らか
ではない。表 28 はビームトロール調査におけるヘビハゼの出現状況（5 分曳網あたりの採
集個体数）、図 43 はビームトロールにより採集された本種の調査月別の体長組成である。
ビームトロール採集では 2007 年 6 月に 2 個体が採集された。本研究ではまとまって採集さ
れることはなかったが本種の主な生息水域は河川汽水域から内湾域にかけてであり、本種
は浦内に年間を通し生息するとみられる。 
 
７）チチブ 
 表 29 は地曳網調査におけるチチブの出現状況（10m 曳網あたりの採集個体数）、図 44
は調査月別の全採集個体についての体長組成である。本種は地曳網調査で 2007 年 12 月に
2 個体が採集された。本研究では尐数のみ採集されたが、本種は汽水域を主な生息水域とし
ており、浦内に年間を通し生息すると考えられる。 
 
８）アサヒアナハゼ 
 表30は地曳網調査におけるアサヒアナハゼの出現状況（10m曳網あたりの採集個体数）、
図 45 は調査月別の全採集個体についての体長組成である。本種は地曳網調査で 2008 年 5
月に 3 個体が採集された。表 31 はビームトロール調査における出現状況（5 分曳網あたり
の採集個体数）、図 46 はビームトロールにより採集された個体の調査月別の体長組成であ
る。本種は、ビームトロール調査では 2007 年 6 月、2008 年 6 月および 10 月に、計 7 個体
が採集された。本種は外海沿岸域から内湾域にかけてを主分布域としており、生息個体数
は尐ないものの浦内に年間を通し生息すると考えられる。 
 
B 季節的出現種 
B-1 浦内に広く出現した種 
１）シラウオ 
 表32は地曳網調査におけるシラウオの出現状況（10m曳網あたりの採集個体数）である。
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本種は 2008 年 2 月を除く調査期間を通し計 1327 個体採集され、特に 2007 年 8 月、10 月、
12 月には多数採集された。定点別の採集個体数は季節により大きく変動し、2007 年 8 月に
は St.1A および St.4A、2007 年 10 月には St.2 および St.3 で多数採集された。また、2007
年 8 月には多数採集された一方、2008 年 8 月には全く採集されなかった。表 33 はビーム
トロール調査における出現状況（5 分曳網あたりの採集個体数）、図 49 はビームトロールに
より採集された個体の調査月別の体長組成である。である。ビームトロール調査では 2007
年 5 月に 1 個体のみ採集された。 
 図 47は地曳網により採集された本種の調査月別の全採集個体についての体長組成である。
2007 年 8 月には体長 30~40mm の当歳魚が多数出現した。10 月には体長組成のモードは
40mm 前後になり、大型のものでは体長 50mm を超えた。12 月には体長 40~60mm に達
し、2008 年 5 月には体長 70mm を超える個体が尐数採集された。体長組成より、本種は満
1 歳で 3~5 月頃産卵し、その後死亡するとみられる。図 48 は調査月別の定点別体長組成で
ある。どの季節でも、各定点での体長組成に違いはみられなかった。 
 図 50 は本種の消化管内容物中の食物生物別の出現割合である。本種の消化管内容物はす
べてカイアシ類およびアミ類などの浮遊性小動物であり、成長に伴う食性の変化やそれぞ
れの時期での水域間での食性の違いはみられなかった。 
 本種は 2007 年 8 月から 12 月にかけて、浦内の複数の水域に多数出現した。季節により
出現水域は異なっていたものの季節的な移動パターンは明確ではなく、また本種は群れを
なし遊泳する性質があること、2007 年 8 月と 2008 年 8 月で採集個体数に大きな差があっ
たことを勘案すると、本種の採集個体数は季節的な移動ではなく短期間での小規模な移動
を反映したものと考えられ、本種は夏季～秋季にかけては浦内各所を群れを成し移動しな
がら利用していると考えられる。 
 
２）クロダイ 
 表 34 は地曳網調査におけるクロダイの出現状況（10m 曳網あたりの採集個体数）、図 51
は地曳網により採集された個体の調査月別の全採集個体についての体長組成である。本種
は地曳網調査により 2007 年 8月および 2008 年 8 月に浦内の浅所にて体長 10ｍｍ台の稚魚
期の個体計 12 個体が採集された。図 52 は本種の調査月別の定点別体長組成である。2007
年 8 月には浦内の複数の水域で採集されたが、採集個体数が尐なく定点間での体長組成の
差は明らかではない。表 35 はビームトロール調査でのクロダイの出現状況（5 分曳網あた
りの採集個体数）、図 53 はビームトロールにより採集された本種の調査月別の体長組成で
ある。ビームトロール調査では 5 月から 10 月にかけ計 12 個体が採集され、これらは体長
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から 1 歳魚と考えられた。また成魚期の個体は採集されていないことから、浦内で産卵が
行われている可能性は低い。 
 本種は初夏に外海で産卵後、発生した稚魚の一部が夏季に干潟域、アオサ藻場、河口域
など浦内の浅所を成育場として利用し、水温下降期に当歳魚は一度外海へと移動した後、
翌年の春季～秋季にかけて 1 歳魚が浦内の中央水路部に再出現するとみられる。 
 
３）ビリンゴ 
 表36は地曳網調査におけるビリンゴの出現状況（10m曳網あたりの採集個体数）である。
本種は地曳網調査により計 1610 個体が採集されたがその多くは 2007 年 8 月、2008 年 8
月に採集されたものであり、他の季節には尐数の個体しか採集されなかった。水域別の出
現状況では、浦内の浅所に広く出現し特にアオサ藻場となっている St.4A、St.4B では 2007
年 8 月、2008 年 8 月ともに多数採集された。一方中央水路部である St.5、およびビームト
ロール調査では全く採集されなかった。 
 図 54 は本種の体長組成の季節変化である。2007 年 8 月および 2008 年 8 月には、体長
30mm 付近にモードを持つ小型群と 40~50mm にモードを持つ大型群の２つがみられた。
図 55 は調査月別の定点別体長組成である。2007 年 8 月、2008 年 8 月に採集された本種の
体長組成には定点間で違いがみられ、特に隣接する水域 St.4A、St.4B において、深所であ
る St.4A で大型群が、浅所である St.4B で小型群が採集された。 
 図 56 は本種の消化管内容物中の食物生物別の出現割合である。本種はカイアシ類、ヨコ
エビ類、アミ類を主な食物として利用していた。体サイズごとに食性を比較すると、小型
個体ではカイアシ類およびヨコエビ類を、大型個体ではアミ類を主な食物としていた。 
 本種は夏季に浦内の浅所で多数採集されたが、これらは体長から当歳魚と 1 歳魚の 2 群
に分けられ、またそれぞれの年級群で出現水域が異なっていた。当歳群では浦内の汀線付
近の浅所を、1 歳群ではそれよりやや深い水域を生息場所としていると考えられる。 
 
４）メバル 
 表 37 は地曳網調査におけるメバルの出現状況（10m 曳網あたりの採集個体数）、図 57
は地曳網により採集された個体の調査月別の体長組成である。地曳網調査では 2008 年 5 月
に、小型の海藻が繁茂していたSt.1Bにて体長 20mm～30mmの稚魚 4個体が採集された。
表 38 はビームトロール調査におけるメバルの出現状況（5 分曳網あたりの採集個体数）で
ある。ビームトロール調査では中央水路部にて春季から秋季にかけて計 27 個体が採集され
た。図 58 はビームトロールにより採集された本種の調査月別の体長組成である。2007 年 6
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月に体長 40~60mm の当歳魚が採集され、この当歳群は 7 月には体長 50~60mm、11 月に
は体長 80mm 台に達した。2008 年も同様の傾向が見られ、また 1 歳と考えられる個体は採
集されなかった。 
 
５）イシガレイ 
ⅰ）出現状況 
 表 39 は地曳網調査におけるイシガレイの出現状況（10m 曳網あたりの採集個体数）、図
59 は地曳網により採集された本種の調査月別の全採集個体についての体長組成である。地
曳網調査では 2008 年 2 月に体長 10mm 台の着底直後と考えられる個体が採集され、5 月に
は体長 30~40mm に、8 月には体長 40mm 以上に成長していた。図 60 は本種の調査月別の
定点別体長組成である。それぞれの季節で定点間での体長組成に違いはみられなかった。
また 2008 年 2 月に浦口から近い St.１A、St.1B で体長 10mm 台の個体 18 個体が、5 月に
は浦内の多くの定点で 30~40mm の個体 35 個体が採集されており、浦口付近で着底後、成
長とともに浦内全域へと分布を拡大していることが分かる。表 40 はビームトロール調査に
おけるイシガレイの出現状況（5 分曳網あたりの採集個体数）、図 61 はビームトロールによ
り採集された本種の調査月別の体長組成である。ビームトロール調査では 2007 年 5 月に体
長40~60mmの当歳魚が多数採集され、6月には多くの個体が60～80mmに成長していた。
7 月以降採集個体数が減尐し明瞭なモードはみられなくなった。体サイズから、夏~秋以降
当歳群の大部分は外海へ移動するものとみられる 
 図 62 は本種の消化管内容物中の食物生物別の出現割合である。2 月に採集された体長
10mm 台の個体では主にカイアシ類を摂食していた。その後成長に伴い、5 月には多毛類、
ヨコエビ類、クーマ類、アミ類など幅広い底生生物を利用していた。 
 本種は外海で発生した稚魚が 2 月ごろ浦内の湾口付近で着底し、成長とともに一度浦内
全域へと分散するが体長 40mm を超えた個体では浦内中央水路部を主な生息水域とし、秋
ごろまでに体長 80mm～100mm 前後に成長した後、成長の良いものから外海へ出ていくも
のとみられる。 
 
B-2 浦内の特定の水域に偏って出現する種 
１）シログチ 
 表 41 はビームトロール調査におけるシログチの出現状況（5 分曳網あたりの採集個体数）
である。本種は 2007 年 9 月および 10 月に、ビームトロール採集で計 38 個体が採集され
た。 
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 図 63 はビームトロールにより採集された本種の調査月別の体長組成である。採集個体数
が尐なくまた出現時期が限られるため成長過程は明らかでないが、採集された個体は体サ
イズから当歳魚と考えられ、外海沿岸域で発生したものの一部が浦内に一時的に進入した
ものと考えられる。 
 
２）スズキ 
 表 42 は地曳網調査におけるスズキの出現状況（10m 曳網あたりの採集個体数）、表 43
はビームトロール調査におけるスズキの出現状況（5 分曳網あたりの採集個体数）である。
地曳網採集で 2008 年 5 月に中央水路部 St.5 で 5 個体、ビームトロール採集で 2007 年 7
月および 8 月、2008 年 6 月および 8 月に 5 個体の計 10 個体が採集された。 
 図 64 は地曳網により採集された本種の調査月別の全採集個体についての体長組成、図 65
はビームトロールにより採集された本種の調査月別の体長組成である。採集個体数が尐な
いため成長過程は明らかでないが、採集された個体は体サイズから当歳魚であり、本種は
春季から夏季の水温上昇期には外海と浦内とを頻繁に出入りしているとみられる。 
 
３）ウミタナゴ 
 表 44 はビームトロール調査におけるウミタナゴの出現状況（5 分曳網あたりの採集個体
数）である。本種はビームトロール採集で 2007 年 5 月に 1 個体が、9 月から 10 月に計 14
個体が採集された。 
図 66 はビームトロールにより採集された本種の調査月別の体長組成である。採集個体数
が尐なくまた出現時期が限られるため成長過程は明らかでないが、2007 年 9 月および 10
月に採集された個体は体サイズから当歳魚と考えられる。 
 
４）マコガレイ 
 表 45 は地曳網調査におけるマコガレイの出現状況（10m 曳網あたりの採集個体数）、図
67 は地曳網により採集された本種の調査月別の全採集個体についての体長組成である。地
曳網採集では 2008 年 5 月および 8 月に体長 20~50mm ほどの稚魚期の個体が採集された。
図 68 は本種の調査月別の定点別体長組成である。本種は主に水路部である St.1A、St.5 で
採集された。また 2008 年 5 月には定点間で体長組成に違いがみられ、浦口に近い St.1A で
は体長 30mm 以下の個体のみが採集された。表 46 はビームトロール調査におけるマコガ
レイの出現状況（5 分曳網あたりの採集個体数）、図 69 はビームトロールにより採集された
本種の調査月別の体長組成である。ビームトロール採集では中央水路部にて、2007 年 5 月、
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6 月に体長 20~50mm の稚魚期の個体が採集された。この当歳群は 8 月には 50~70mm に
成長すると考えられる。採集個体数が尐なくなるためその後の成長ははっきりしないが、
一部の個体を除き多くは満 1 歳までに浦外へと移動すると考えられる。 
 図 70 は本種の消化管内容物中の食物生物別の出現割合である。2008 年 5 月に採集され
た個体（体長 22～50mm）は主にカイアシ類、多毛類、クーマ類を捕食していた。定点間
での食性の差は見られなかった。 
 本種は冬季に外海沿岸域で産卵後、外海域で着底したのち浦内に移動している可能性が
高い。その後秋には体長 100mm に達し成長の良いものから順次外海へ移出するものの、一
部はそのまま浦内に留まるものとみられる。 
 
５）ヌマガレイ 
 表 47 は地曳網調査におけるヌマガレイの出現状況（10m 曳網あたりの採集個体数）、図
71 は地曳網により採集された本種の調査月別の全採集個体についての体長組成である。地
曳網調査では 2008 年 5 月に体長 20ｍｍ台の稚魚期の個体計 13 個体が採集された。表 48
はビームトロール調査におけるヌマガレイの出現状況（5 分曳網あたりの採集個体数）、図
72 はビームトロールにより採集された本種の調査月別の体長組成である。ビームトロール
調査では調査期間を通じ計 9 個体が採集され、これらは体サイズから 1 歳以上のものと考
えられる。 
 
B-3 季節的出現種と考えられるが出現個体数の尐なかった種 
１）アユ 
 表 49 は地曳網調査におけるアユの出現状況（10m 曳網あたりの採集個体数）、図 73 は
2008 年 5 月に地曳網により採集された本種の体長組成である。アユは 2008 年 5 月に地曳
網採集で 2 個体（体長 55~58mm）が採集された。これらの個体は河川遡上前のものと考え
られ、本種は河川遡上直前の一時期、浦内に生息する。 
 
２）サッパ 
 表 50 は地曳網調査におけるサッパの出現状況（10m 曳網あたりの採集個体数）、図 74
は 2007 年 10 月に地曳網により採集された本種の体長組成である。サッパは地曳網採集で
2007 年 10 月に 2 個体が採集された。採集個体数は尐ないが既往の知見から内湾域、汽水
域を主な生息水域とすることが知られており、本種は尐なくとも春季～秋季には浦内に生
息している可能性が高い。 
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３）ウグイ属魚類 
 表 51 は地曳網調査におけるウグイ属魚類の出現状況（10m 曳網あたりの採集個体数）で
ある 2007 年 8 月にウグイ属魚類の稚魚（種不明）が採集された。また 2007 年 12 月の調
査時にはマルタとみられる 200mm 前後の個体が浦内を遊泳しているのが観察されており、
本属魚類の若魚期の個体は遊泳力が高いため採集されなかったものの、浦内に生息してい
ると考えられる。 
 
４）ボラ 
 表 52 は地曳網調査におけるボラの出現状況（10m 曳網あたりの採集個体数）である。本
種は調査期間を通し地曳網採集で稚魚期の個体計 17 個体が採集され、このうち 13 個体は
2008 年 5 月に採集された。本研究では尐数しか採集されなかったが、既往の知見から本種
は稚魚期に内湾域、汽水域に生息し成長すると外海へ移動することが知られており、本種
の稚魚期の個体は尐なくとも春季～秋季にかけて浦内に出現するものと考えられる。 
 
５）タケノコメバル 
 表 53 はビームトロール調査におけるタケノコメバルの出現状況（5 分曳網あたりの採集
個体数）、図 75 はビームトロールにより採集された本種の体長組成である。本種は 2007 年
5 月に 1 個体（体長 151mm）、2008 年 10 月に 1 個体（体長 117mm）の計 2 個体が採集さ
れた。これらの個体は体サイズから 1 歳魚である。本研究では仔稚魚期の個体は採集され
ていないが、既往の知見より本種は稚魚期に一部の個体が内湾域を成育場とし、成長する
と外海へ移動するとみられる。 
 
６）クサフグ 
 表 54 は地曳網調査におけるクサフグの出現状況（10m 曳網あたりの採集個体数）、表 55
はビームトロール調査におけるクサフグの出現状況（5 分曳網あたりの採集個体数）である。
本種は地曳網採集で 2007 年 8 月に 5 個体、2007 年 10 月に 1 個体の計 6 個体、ビームト
ロール採集で 2007 年 7 月から 2008 年 10 月の間に計 6 個体が採集された。図 76 は地曳網
により採集された本種の体長組成、図 77 はビームトロールにより採集された本種の体長組
成である。地曳網調査で 2007 年 8 月に採集された個体は稚魚期のものであり、本種は夏季
～秋季に稚魚の一部が浦内に出現し、未成魚期～成魚期の個体は外海より浦内に来遊した
ものが散発的にみられる。 
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C 偶来種 
以下の魚種は基本的に外海性で、浦内に入ってくることはごく稀である。 
 
１）アカエイ 
 表 56 はビームトロール調査におけるアカエイの出現状況（5 分曳網あたりの採集個体数）
である。本種は 5 月~10 月の間に計 6 個体がビームトロールによって採集された。本種の
主な生息水域は外海沿岸域であり、浦内へはごく一部の個体が散発的に出現する。 
 
２）イシカワシラウオ 
表57は地曳網調査におけるイシカワシラウオの出現状況（10m曳網あたりの採集個体数）、
図 78 は地曳網により採集された本種の調査月別の全採集個体についての体長組成である。
本種は 2007 年 8月に 2 個体、2007 年 10 月と 12 月に１個体ずつの計 4 個体が採集された。
本種は近縁のシラウオと異なり外海を主分布域としており、松川浦へは外海から来遊した
ものが稀にみられる。 
 
３）ヒイラギ 
 表 58 はビームトロール調査におけるヒイラギの出現状況（5 分曳網あたりの採集個体数）、
図 79 は地曳網により採集された本種の体長組成である。本種は 2007 年 10 月に体長 40mm
台の 2 個体が採集された。松川浦への出現は稀である。 
 
４）シマイサキ 
 表 59 は地曳網調査におけるシマイサキの出現状況（10m 曳網あたりの採集個体数）、図
80 は地曳網により採集された本種の体長組成である。本種は 2007 年 12 月に体長 45mm
の個体が 1 個体採集された。既往の知見より本種は東北水域では越冬できないことが知ら
れており、松川浦への出現は死滅回遊の一例と考えられる。 
 
５）シロギス 
 表 60 は地曳網調査におけるシロギスの出現状況（10m 曳網あたりの採集個体数）、図 81
は地曳網により採集された本種の体長組成である。本種は 2008 年 5 月に 2 個体（体長 69
～120mm）が採集された。松川浦へは稀に外海から来遊するとみられる。 
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６）イスズミ 
 表 61 は地曳網調査におけるイスズミの出現状況（10m 曳網あたりの採集個体数）、図 82
は地曳網により採集された本種の体長組成である。本種は地曳網で 2007 年 8 月に 2 個体が
採集された。本種は单日本に分布する单方系の魚種であり、松川浦への出現は死滅回遊の
一例と考えられる。 
 
７）ヒメジ 
 表 62 は地曳網調査におけるヒメジの出現状況（10m 曳網あたりの採集個体数）、図 83
は地曳網により採集された本種の体長組成である。また表 63 はビームトロール調査におけ
るヒメジの出現状況（5 分曳網あたりの採集個体数）である。本種は 2008 年 8 月に地曳網
採集で 2 個体（体長 35~48mm）、ビームトロール採集で 2008 年 8 月に１個体の計 3 個体
が採集された。既往の知見より本種の主分布海域は本州单部以单とされ、松川浦への出現
は死滅回遊の一例である。 
 
８）アカハゼ 
 表 64 はビームトロール調査におけるアカハゼの出現状況（5 分曳網あたりの採集個体数）
である。本種はビームトロールにより 年 月に 1 個体が採集された。外海沿岸域のやや
沖合に生息する海水性の魚種であり、浦内への出現は稀である。 
 
９）クサウオ 
 表 65 はビームトロール調査におけるクサウオの出現状況（5 分曳網あたりの採集個体数）、
図 84 はビームトロールにより採集された本種の体長組成である。ビームトロール採集で
2007 年 5 月に 1 個体（体長 125mm）、2008 年 4 月に 2 個体（体長 56~82mm）の計 3 個
体が採集された。 
 
10）ホシガレイ 
表 66 は地曳網調査におけるホシガレイの出現状況（10m 曳網あたりの採集個体数）、図
85 は地曳網により採集された本種の体長組成である。また表 67 はビームトロール調査にお
けるホシガレイの出現状況（5 分曳網あたりの採集個体数）である。地曳網採集で 2008 年
5 月に 1 個体（体長 38mm）、ビームトロール採集で 2008 年 8 月、2008 年 10 月に 1 個体
ずつの計 3 個体が採集された。ただし 2008 年 8 月に採集された個体は放流された人工種苗
の個体である。 
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11）ヒラメ 
 表 68 はビームトロール調査におけるヒラメの出現状況（5 分曳網あたりの採集個体数）
である。本種は 2007 年 5 月と 2008 年 10 月に 1 個体ずつ、計２個体が採集された。 
 
12）カワハギ 
 表 69 はビームトロール調査におけるカワハギの出現状況（5 分曳網あたりの採集個体数）、
図 86 はビームトロールにより採集された本種の体長組成である。本種は 2007 年 11 月に稚
魚期の個体（体長 67mm）1 個体が採集された。 
 
13）コモンフグ 
 表 70 はビームトロール調査におけるコモンフグの出現状況（5 分曳網あたりの採集個体
数）、図 87 はビームトロールにより採集された本種の体長組成である。本種はビームトロ
ール採集で 2007 年 7 月に 1 個体（体長 104mm）が採集された。この個体は体サイズから
1 歳~2 歳魚であると考えられ、仔稚魚期の個体が得られていないことから松川浦へは未成
魚期～成魚期の個体が散発的に出現するのみと考えられる。 
 
14）ヒガンフグ 
 表 71 はビームトロール調査におけるヒガンフグの出現状況（5 分曳網あたりの採集個体
数）、図 88 はビームトロールにより採集された本種の体長組成である。本種はビームトロ
ール採集で 2007 年 5 月から 6 月の間に 5 個体、2008 年 4 月に 1 個体の計 6 個体が採集さ
れた（体長 100~121mm）。これらの個体は体サイズから 1 歳~2 歳魚であると考えられ、仔
稚魚期の個体が得られていないことから松川浦へは未成魚期～成魚期の個体が散発的に出
現するのみと考えられる。 
 
４．松川浦の魚種組成の特徴 
１）出現様式にみた魚種組成の特徴 
 本研究で出現が確認された魚類について、通年出現種、季節的出現種、偶来種の各季節
での出現種数を図 89 に示す。地曳網調査、ビームトロール調査の結果ともに、季節的出現
種の出現種数は春季から夏季にかけてもっとも多く、水温の低下する 12 月から 3 月にかけ
て減尐する。地曳網調査で得られた魚類について定点別にその移り変わりをみると、2007
年 8 月および 2008 年 5 月に季節的出現種の出現種数が多く、またその季節変化に定点ごと
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の特徴はみられなかった（図 90）。 
表 72、表 73 は、通年出現種と季節的出現種に区分されたそれぞれの魚種について、生活
史の中で浦内に出現する発育段階を整理したものである。その結果、通年出現種ではマゴ
チ、アイナメなど稚魚期～未成魚期にかけて浦内に出現する魚種も含まれるが、ほとんど
が仔稚魚期から成魚期まで全発育段階にわたって浦内に出現し浦内で生活史を完結する魚
種であった。一方、季節的出現種の多くは稚魚期～未成魚期にかけて浦内に出現する魚種
であった。 
 
２）塩分傾斜にみた魚種組成の特徴 
 表 74 は、本研究で出現が確認された魚類について、それぞれの魚種の利用水域に関して
塩分傾斜をもとに河川淡水域、河川汽水域、内湾汽水域、内湾海水域、外海に区分し出現
パターンをまとめたものである。 
 A)淡水域型 
 本研究では純淡水魚と呼べる魚種は出現しなかった。松川浦では過去にオオクチバスな
どの目撃例があるものの多くは河川の増水などで浦内に運ばれたものと考えられ、純淡水
魚は浦内にはほとんど生息しない。 
 B)淡水―汽水域型 
 淡水域から汽水域にかけて生息するもので、本研究ではチチブのみが区分された。 
 C)淡水―海水域型 
 アユ、ウグイ属魚類（ウグイ、マルタ）が区分された。これらの魚種は生活史を通して
みると淡水域から海水域まで広範囲にわたる水域を生息域としているが、実際には発育段
階によって生息水域が変わる通し回遊魚である。本研究では出現が確認されなかったが、
同様に通し回遊を行うシロサケ、ウナギも松川浦に生息している可能性が高い。 
 D)汽水域型 
アシシロハゼ、スジハゼ、ヒメハゼ、ヒモハゼ、ミミズハゼ、ヘビハゼ、シモフリシマ
ハゼが区分された。これら小型ハゼ類の多くは浦内の通年出現種となっており、個体数に
おいても種数においても松川浦内での出現数が多く、松川浦の特に汽水域を代表するグル
ープであるといえる。 
E)汽水―海水域型 
シラウオ、サッパ、ボラ、スズキ、クロダイ、ビリンゴ、マハゼ、アカオビシマハゼ、
イシガレイ、マコガレイ、ヌマガレイが区分される。これらの魚種は生活史を通してみる
と汽水域と海水域とにまたがって生息しているが、スズキ、クロダイ、イシガレイ、マコ
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ガレイは実際には主に稚幼魚期のものが汽水域を成育場として利用し、成長すると外海へ
と移出する魚種である。 
 F)内湾海水域―外海型 
 アカエイ、マアナゴ、ヨウジウオ、サンゴタツ、タケギンポ、ハタタテヌメリ、マゴチ、
アイナメ、アサヒアナハゼ、ウミタナゴ、メバル、クサフグが区分される。これらの魚種
は基本的に海水性の魚種であり松川浦内と外海とにまたがって生息しているが、浦内にも
年間を通じて分布する魚種が多い。 
 G)外海型 
 上記以外の 16 種が区分される。このグループの魚種の多くは外海から偶発的に松川浦に
入ってくるもので、浦内では散発的にしかみられない偶来種である。 
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Ⅳ．考 察 
 
１． 松川浦の魚種組成の特徴 
松川浦に出現する魚類を出現様式に基づいて整理すると、水温の低下する冬季には浦内
に出現する魚類は魚種数、個体数ともに減尐し、浦内に年間を通し出現する種は一部に限
られる。一方、春季から夏季には主に外海からさまざまな魚種の稚魚期から幼魚期の個体
が移入し、魚種数、個体数ともに増大する。松川浦の魚種組成の季節変化は、これら季節
的出現種の消長による影響が大きい。 
一般に内湾域では冬季の水温低下などの要因により通年出現種となる魚種が限られ
（Hurst、2007）、また環境収容力に限界があることは、ある程度成長した個体の生息水域
としてはマイナス要因となるため（本多ら、1997）、水域内で一生を過ごす魚種は限られる。
また、季節的出現種の幼稚魚の多くが水温上昇期に内湾域に出現するという魚種構成は、
松川浦だけでなく広浦（本多ら、1997）、万石浦（座間、1999）、伊勢湾（山田、2001）、
東京湾（加納ら、2001）など多くの内湾域で共通してみられる。松川浦においては次項で
詳しく説明するとおり、水路を通じて外海水の影響を強く受けることが、外海から多くの
魚種の幼稚魚が移入することの１つの要因となっている。 
 松川浦に出現する魚類を塩分適応に基づいて整理すると、汽水域を主な生息場とするグ
ループと海水域を主な生息場とするグループが混在していることがわかる。浦内の浅所を
主な調査水域とした小型地曳網調査において、出現魚種のうち小型ハゼ類を中心とした汽
水性、内湾性魚類が種数および個体数で高い割合を示すことから、松川浦内の河川河口域
や干潟域などの浅所は内湾汽水域という側面が強い。一方で浦内の特に中央水路部には内
湾と外海域にまたがって分布する海水性の魚種が出現し、これらの中には年間を通じて浦
内に分布する魚種もみられることから、松川浦の特に湾口付近および中央水路部は「外海
との関係が強い、海水域の一部としての内湾域」という側面が強いと考えられる。松川浦
の魚類相を浦全体としてまとめると汽水性の魚種と外海から入ってくる海水性の魚種の両
方ともが生息しており、松川浦総合調査（福島県、2005）が指摘している「海水に近い汽
水域」という水域特性をよく反映している。しかし浦内に出現する魚類を詳細に整理する
と水域や季節ごとに出現する魚種組成の特徴が異なっており、浦内に内湾汽水域と海水域
とが混在した構造になっているといえる。 
 
２．主要出現魚種の浦内の水域の利用形態 
（１）主要出現魚種の出現状況にみる浦内の利用形態の区分と特徴 
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 地曳網調査において 50 個体以上採集された魚種（シラウオ、アシシロハゼ、マハゼ、ビ
リンゴ、スジハゼ、ヒメハゼ、タケギンポ、ハタタテヌメリ、イシガレイ、マコガレイ）
およびビームトロール調査において 20 個体以上採集された魚種（上記の魚種に加え、クロ
ダイ、シログチ、メバル、マゴチ、アイナメ）の計 15 種について、本研究において得られ
た生態学的知見および周辺水域での知見を総合し、松川浦内に出現する間の浦内での生活
様式についてまとめた。ただし本研究において食性など十分な情報が得られなかった魚種
については他の水域での生態学的知見を総合し、浦内への出現状況およびその間の生活に
ついて検討した。これら主要出現種 15 種の浦内での出現状況および生活様式より、松川浦
に出現する魚類は浦内の利用形態から大きく以下の３つに区分されると考えられる。 
 
A 生活史を通し、浦内を広く利用する魚種 
１）アシシロハゼ 
 松川浦において、本種は 5～8 月ごろに浦内で産卵後、着底直後から成魚にいたるまで、
浦内のほぼ全域を生息場所としていた。本種の産卵期は他水域でも５～８月の間であり（道
津、1959；中村、1941；座間、1999）、成魚の生息域である砂泥～砂質域で平たい石や貝
殻の下面を産卵巣として利用するとされる（道津、1959）。産卵期初期と考えられる 2008
年 5 月には本種は浦内の全定点で採集されたことからも、本種は浦内の比較的広い水域で
産卵するとみられる。 
 本種は多くの内湾域、河口汽水域で年間を通し、多数生息することが知られており（本
多ら、1997；座間、1999；加納ら、2000）本種は内湾域、河口汽水域での生活によく適応
した魚種だと考えられる。本種は稚魚期にはカイアシ類を捕食するが成長すると動物プラ
ンクトンに加えベントスなど幅広い食物生物を利用しており（本研究；座間、1999）、また
広範囲の塩分変化に耐性がある（道津、1959）とされることから、本種は食物選択性の幅
が広くかつ塩分など物理環境条件に対して広く適応しているため、生活史を通し松川浦内
に広く出現するものと考えられる。 
 
２）シラウオ 
 本種は 2007 年 8 月から 12 月にかけて浦内に多数出現した。季節により出現水域は異な
っていたが季節的な移動パターンは明確ではない。本種は群れで遊泳する性質があること、
2007 年 8 月と 2008 年 8 月で採集個体数に大きな差があったことなどを勘案すると、本種
の採集個体数は季節的な移動ではなく短期間での小規模な移動を反映したものと考えられ、
本種は夏季～秋季にかけては浦内のほぼ全域を群れを成し移動しながら利用していると考
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えられる。また、本種は冬季には採集されなかった。八郎潟（遊佐、1984）、涸沼（Saruwatari 
and Okiyama、1992）では本種は冬季には外海や流出河川へと移動するとされており、松
川浦においても本種は冬季には浦内の低水温を避け外海へ移動するものと考えられる。 
 本種は生活史を通しカイアシ類、アミ類など動物プランクトンを専食しており（座間、
1999）、成長に伴う食性の変化は顕著ではなかった。 
 
これらの魚種は基本的に内湾性の魚種であり、幅広い塩分変化への適応能力を持ち汽水
域、内湾域において環境選好性の幅が広いという特徴を持つ。また小型の１年魚であり成
長・発育に伴う食性、生活形の変化が顕著でないことから、成長、発育に伴う生息水域の
移動がないものと考えられる。 
 
B 浦内の特定の条件の水域を利用する種 
１）スジハゼ 
 本種は季節的な移動や成長に伴う分布水域の変化は見られず、生活史を通し浦内の水路
部に年間を通し生息していた。本研究において、本種はカイアシ類、多毛類、ヨコエビ類、
アミ類、クーマ類などベントスを中心に幅広い食物生物を利用しており、これは大村湾（山
田、1957）、万石浦（座間、1999）での研究結果と一致する。本種の底質環境などに対する
選好性についての詳細は明らかになっていないが、本種が汀線付近の浅所より水深の深い
水路部や藻場に多く生息する傾向は他の内湾域でも報告されている（中村、1941、1944；
座間、1999）。 
 
２）ヒメハゼ 
本種は 5～8 月ごろに産卵するが、生活史を通して宇多川河口周辺に生息し、季節的な移
動や成長に伴う分布水域の変化は見られなかった。本種は生活史を通して多毛類を主な食
物とし、成長すると多毛類、ヨコエビ類、アミ類など利用する食物が多様化するが、食性
の多様化に伴う水域の移動はみられない。本種は内湾域に生息し泥質域より砂底域を好む
ことが知られており（中村、1941；中村、1944）、松川浦においては河川から流入する土砂
が堆積して砂質干潟の広がる宇多川河口周辺が主な成育場となっているものと考えられる。 
 
３）タケギンポ 
本種は浦内のアオサ藻場となっている水域を中心に年間を通し出現が確認された。稚魚
期の個体は採集されていないが、万石浦においては浮遊期仔稚魚が浦内での灯火採集によ
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って採捕されており、また全長 30mm 前後で浮遊生活を終え藻場に着底することが報告さ
れている（座間、1999）。本種は尐なくとも幼魚～成魚期にかけて松川浦内の藻場に生息す
るものと考えられる。 
 本種はカイアシ類、ヨコエビ類、有扇類、タナイス類を主な食物としていた。万石浦（座
間、1999）でも藻場生活以降後の本種について同様の傾向のあることが報告されており、
本種は幼魚期から成魚期まで藻場に生息し多様な葉上動物を捕食していることから、本種
は藻場に強く依存した生活をしているといえる。 
 
４）ハタタテヌメリ 
本種は夏季に稚魚期の個体が出現し、稚魚期から成魚期まで生活史を通し浦内の水路部
が主な生息場所となっていた。万石浦において本種は全長 20mm で着底後底生生活に入っ
た後、主として浦内の湾口付近の砂泥域に生息し、冬季には外海へと移動すると考えられ
ている（座間、1999）。本種は内湾域と外海沿岸域にまたがって分布する海水性の魚種であ
り、松川浦や万石浦のような内湾域においては、外海水の影響の大きい水路部や湾口部を
主な生息場所とするものと考えられる。万石浦においては、着底生活移行後の本種はヨコ
エビ類、多毛類、二枚貝類などの底生生物を主に捕食しており、食性の変化は顕著ではな
い。（座間、1999）。 
 
５）シログチ 
 松川浦において、本種は 2007 年 9 月および 10 月に松川浦内の中央水路部にてまとまっ
て採捕された。仙台湾では本種は年間を通し出現するとされており（川崎・佐々木 1980）、
通常は 60m 以深の水域に生息し、産卵期（6~9 月）に 30m 以浅の沿岸域で産卵するとされ
る（Honda and Kawasaki, 1983）。松川浦に出現した個体は体長から当歳魚と考えられ、
外海沿岸域で発生したものの一部が浦内に一時的に進入したものと考えられる。 
 
６）マゴチ 
 本種は調査期間を通し、浦内の水路部にて当歳～1 歳の個体が出現し、また夏季には稚魚
期の個体が浦内で採集された。一方、2 歳以上の個体は採集されなかった。他水域において
本種は初夏に外海沿岸域で産卵するとされている。（谷田ほか、1957；桧山、1969；千葉、
1980）、また本種の主な食物は小型魚類であり、成長に伴う食性の変化は顕著でない（桧山、
1969；座間、1999）。これらの知見を総合すると、本種は松川浦において外海沿岸域で生ま
れた稚魚が浦内へ移入し底生生活に入り、1 歳ごろまで浦内を成育場とし、その後外海へと
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出ていくとみられる。浦内で生活している期間は浦内中央水路部にて底生生活をおくり、
小型魚類を主な食物として利用していると考えられる。 
 
７）アイナメ 
 松川浦において、本種は春季から夏季にかけて当歳魚～1 歳魚が浦内中央水路部に出現し
た。本研究では稚魚期の個体は採集されなかったが、平川・小野（1987）は松川浦におい
て表層生活期の稚魚を採集している。東北地方沿岸において本種は 11 月から 12 月にかけ
て沿岸岩礁域で産卵し（小林ら、1987）、表層生活期仔稚魚は 12 月から 5 月にかけて外海
沿岸域に出現する（秋元、1987）。 
 本種は表層生活期にはアミ類、カイアシ類など動物プランクトンを捕食するが、底生生
活に移行後はヨコエビ類、カニ類、二枚貝類など幅広い底生生物を捕食する（平川・小野、
1997；座間、1999）。これらの知見を総合すると、本種は浦外沿岸の岩礁域で産卵し、表層
生活期の稚魚の一部が浦内に移入後底生生活に入り、1 歳ごろまで浦内を成育場として成長
した後、外海へと移動すると考えられ、浦内で生活している期間は浦内中央水路部にて底
生生活をおくり、多様な底生生物を主な食物として利用していると考えられる。 
 
これらのうちスジハゼ、ヒメハゼ、タケギンポ、ハタタテヌメリは稚魚期から成魚期ま
で生活史のほとんどを松川浦内で完結し、またマゴチおよびアイナメも稚魚期から 1 歳ご
ろまでの比較的長期間浦内を成育場とし、その間それぞれ浦内の水路部（スジハゼ、ハタ
タテヌメリ、マゴチ、アイナメ）、藻場（タケギンポ）、河口周辺の砂底域（ヒメハゼ）に
生息している。これらの魚種とそれぞれの出現水域とを結び付ける要因は底質環境（ヒメ
ハゼ）、海藻・海草の存在（タケギンポ）など魚種によって異なっているが、これらの魚種
に共通する特徴として成長、発育に伴う食性の変化は顕著ではなく、浦内での生活期間を
通して食性や生活形の変化が小さい点が挙げられる。それぞれの魚種ごとに生活様式がそ
れぞれの水域と密接に関係しているため、魚種ごとに特定の水域に出現するものと考えら
れる。 
 
C 成長に伴い、浦内の複数の水域を利用する魚種 
１）クロダイ 
 本種は春季に水温が 15~16℃に上昇すると産卵を開始する。産卵場所は外海沿岸域とさ
れている（落合・田中、1986；座間、1999）。松川浦においては初夏に外海で発生した稚魚
の一部が夏季に浦内の浅所を成育場として利用したのち秋までに浦外へと去り、翌年の春
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季～秋季にかけて 1 歳魚が浦内の中央水路部に再び出現しており、当歳魚と 1 歳魚で松川
浦内での利用水域が異なっていた。 
 本種の食性は成長に伴い変化することが知られており、稚魚期の個体ではカイアシ類や
ヨコエビ類を、その後成長とともに甲殻類、巻貝類など幅広い底生生物を捕食するように
なる（敷田ら、1983；座間、1999）。松川浦において夏季に浅所に出現する稚魚期の個体は
動物プランクトンを、中央水路部に出現する 1 歳魚は底生生物を主に食物としていると推
察され、発育段階によって食性が変化するのに伴って浦内でそれぞれ別個の水域を利用し
ているものと考えられる。 
 
２）マハゼ 
 松川浦において、本種の着底後の稚魚は浦内の浅所を成育場とし、成長に伴いより水深
の深い水路部へと移動するとみられる。同様の傾向は他水域でも報告されており、本種は
一般的に稚魚期には岸近くの汀線付近を成育場とするが、成長すると深みや水域によって
は外海へと移動し（宮崎、1940；道津・水戸、1955；根本、2007）、産卵期になると水深
2~7m の砂泥域に集まり産卵行動をとる（宮崎、1940；道津・水戸、1955）ものと考えら
れる。 
 本種は稚魚期にはカイアシ類を、成長するとヨコエビ類やエビ類、多毛類など幅広い底
生生物を捕食することが知られており（宮崎、1940；座間、1999）、成長に伴う食性の変化
に応じて生息水域を移動するものと考えられる。 
 
３）ビリンゴ 
 本種は夏季に浦内に多数出現した。出現個体は小型群と大型群との 2 群に分けられ、ま
た小型群は浦内の汀線付近の浅所に、大型群はそれよりやや深い水域に出現した。本種は
春季に水温が 10℃を超えると産卵期を迎え（道津、1954；中村、1941；座間、1999；酒
井・後藤、1982）、孵化した仔魚は一度降海した後、内湾や河口域の汀線付近に着底する（道
津、1954；鐘ら、2003）。このことから、夏季に採捕されたもののうち小型群は降海した後、
再び浦内に戻ってきた当歳群であり、大型群は産卵を終えた 1 歳群であると考えられる。 
 本研究において本種の当歳魚はカイアシ類、ヨコエビ類を、1 歳魚はアミ類を主な食物と
していた。同様に成長に伴い食性が変化する傾向は座間（1999）でも報告されており、本
種は成長に伴って食性が変化するために、同時期に出現するものでも年級群によって出現
水域が異なるものと考えられる。 
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４）メバル 
 松川浦においては、本種は春季に稚魚期の個体が湾口付近の藻場に、その後幼魚期の個
体は浦内中央水路部に移動し、秋ごろまで浦内に出現し、その後外海へと出ていく。他水
域においても、本種は湾外岩礁域で産仔後、稚魚の一部は内湾域の藻場を成育場とし、成
長に伴いより水深の深い岩礁域へと移動することが知られている（畑中・飯塚、1962；横
川・井口、1992）。 
 本種は稚魚期にはカイアシ類を捕食し、その後成長に伴い生息水域を移動しながら藻場
生活期にはワレカラ類、ヨコエビ類など葉上動物を、さらに成長すると藻場を離れ魚類、
甲殻類などへと食性が変化する（横川・井口、1992；座間、1999）。このことから、本種は
成長に伴う食性の変化に応じて利用水域を変えながら成長すると考えられる。 
 
５）イシガレイ 
 本種は外海で発生した稚魚が 2 月ごろ浦内の湾口付近で着底後、5 月ごろまでは浦内全域
に出現するが成長に伴い浦内中央水路部へと移動し、秋ごろには成長の良いものから外海
へ出ていくものとみられる。本種は一般に、外海沿岸域で冬季に産卵後、浮遊期仔魚は内
湾や砂浜海岸の浅所に着底し底生生活に入り（Hatanaka et al.、1952；宮城水試；1975、
遊佐、1980；单、1984；平川・小野、1985）、夏ごろまで内湾域を成育場として成長した
後、夏から秋にかけて成長の良いものから順次外海へ移動するとされており（Hatanaka et 
al.、1952；遊佐、1980；平川・小野、1985）、本研究における出現状況とよく一致する。 
 本研究において、本種は着底直後には主にカイアシ類を捕食し、その後ベントス食性へ
と食性が変化することが示された。同様に着底後、成長に伴って食性が変化する傾向は他
水域でも報告されている（座間、1999；单、1984；鶴田・畑中、1973；平川・小野、1985）。
本種は浦内で着底後、主要な食物が多様な底生生物へと変化することと対応して浦内中央
水路部へと生息水域を移動するものと考えられる。 
 
６）マコガレイ 
 本種は春季に浦内中央水路部および湾口に近い水路部で稚魚の出現がみられ、その後も
当歳魚から 1 歳魚と思われる個体が浦内中央水路部に尐数出現した。本種は冬季に外海沿
岸域で産卵後、浮遊期仔魚は内湾や砂浜海岸の浅所に着底し底生生活に入り（遊佐、1980；
单、1981；宮城水試、1982；福島水試、1986）、秋以降成長の良いものから順次外海へ移
出するものの、一部は 1 歳魚として内湾に留まる（座間、1999；根本ら、2007）とされて
おり、松川浦での出現状況と一致する。また本研究では着底直後の稚魚は得られなかった
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が、これは本種の着底時期がイシガレイと比べやや遅いため（宮城水試、1982）調査時期
の関係から採集されなかったものと考えられ、本種の稚魚は着底後しばらくは浦内の藻場
などを成育場とした後、浦内の中央水路部へと移動していると考えられる。 
 本種の浮遊期仔魚は動物プランクトンを主な食物とし（单、1981）、着底後の稚魚はカイ
アシ類から端脚類、クーマ類、多毛類へと食性が変化する（宮城水試、1982；本研究）。本
種は浦内で着底後、食性の変化に対応して浦内中央水路部へと生息水域を移動するものと
考えられる。 
 
これらの魚種は共通して、浦内での生活期間内に食性が大きく変化するという特徴を持
ち、特にプランクトン食性からベントス食性へと変化する魚種が多い。これらは成長や発
育に伴う食性の変化に対応して、浦内の食物環境の異なる水域間を移動しながら松川浦を
成育場として利用していると考えられる。本研究では松川浦内の食物環境について詳細は
把握できていないが、過去に松川浦内で行われた底生生物調査では、浦内のそれぞれの水
域の環境の特質を反映し、干潟域や潮下帯域、河口域など水域ごとに出現する底生生物相
が異なることが報告されている（福島県、2005）。また、この区分に分類される魚種には出
現様式でみると季節的出現種に分類される魚種が多く、外海で発生後、稚魚期に浦内へと
移入し稚魚期から幼魚期の期間、浦内を成育場として利用するものが多い。 
 
３．浦内の環境多様性と成育場としての機能との関係 
 以上を総合し、松川浦に出現する魚類と浦内の環境の多様性との関係について検討した。 
 松川浦に出現する魚種は、汽水域、内湾域を主な生息場とするものと海水域を主な生息
場とするものに大別できる。このうち汽水性、内湾性の強い魚種の多くは浦内に定住する
通年出現種である。これらの魚種の松川浦内の水域の利用形態では、浦内の広い範囲を生
活領域とする種と浦内の特定の水域に限定して出現する種に分けることができる。いずれ
のグループに属する魚種も浦内での生活期間を通して食性や生活形の変化が小さいため、
浦内を成長や発育に伴って大きく移動することがなく、塩分耐性など環境選好性の幅の広
い魚種では浦内に広く分布し、藻場や水路部など特定の環境条件と結びついて生活する魚
種では浦内の特定の水域に限定して出現するものと考えられる。 
 一方、海水性の強い魚種では、その出現状況に季節性が強い傾向がある。特に春季から
夏季の水温上昇期に外海から浦内に移入するものが多く、それらの魚種のほとんどが浦内
を幼稚魚期の成育場として利用している。これらの魚種の多くは成長や発育に伴って浦内
で利用する水域が変化する。ほとんどの場合、浦内での生活期間に食性が大きく（多くは
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浮遊生物食性から底生生物食性へ）変化することから、成長や発育に伴う食性の変化に対
応し、浦内の食物環境の異なる水域間を移動しているものと考えられる。 
 浦内の環境の多様性が魚類の成育場として果たす機能としては、魚種ごとの環境に対す
る選好性の違いに対応して、さまざまな魚種がそれぞれ浦内の好適な環境条件の水域を選
択することができるという点と、成長や発育に伴う環境要求の変化に応じ浦内の環境条件
の異なる複数の水域を組み合わせ利用することができるという点の２つの側面がある。松
川浦に出現する魚類についてその出現状況と浦内の利用形態を整理した結果、浦内の多様
な環境条件の中から特定の条件の水域のみを選択して利用している魚種の多くは浦内に年
間を通し出現する魚種である。これらの魚種の多くは寿命が比較的（1~2 年）短く体サイズ
が小さい魚種であり、そのため生活史を通して食性などの環境要求の変化が顕著ではない
ものと考えられる。これらの魚種では、環境収容力に限界があり環境変動が大きい内湾域
を主な生活領域とするために小型化、短命化というプロセスを通し内湾域での生活に適応
していったものと考えられる。 
一方、成長や発育に伴い複数の水域を組み合わせて利用する魚種の多くは外海から浦内
に入り込み松川浦を幼稚魚期の成育場として利用する季節的出現種である。これらの魚種
の多くは外海へ出たあとも成長を続け最終的には浦内に年間を通し出現する魚種と比べよ
り大型になる種で、生活史全体を通して見ると食性などの環境要求が大きく変化する。こ
れらの魚種にとって内湾域とは外海沿岸域の一部あるいは隣接した水域として位置づけら
れ、捕食者が尐ない、波浪の影響が小さく静穏であるなど生活史初期の環境要求を満たす
ための生活領域として利用している。さらに内湾域で生活する幼稚魚の期間にも食性など
の環境要求が大きく変化することを受け、浦内の環境の多様性を組み合わせ成育場として
利用しているのであろう。 
 浦内の利用形態という面から松川浦に出現する魚類全体についてみると、内湾性、汽水
性が強く、浦内で生活史のほとんどを完結する魚種と、海水性が強く、浦内を幼稚魚期の
成育場として利用するグループの 2 つが存在する。浦内の多様な環境要素を組み合わせて
利用するものは主に外海から移入する海水性の魚種の幼稚魚であるが、その範囲は外海水
の影響を強く受ける水域内に限られ、浦内の汽水域には及ばない。一方、内湾性、汽水性
の魚種ではそれぞれの魚種の環境要求に沿って浦内の特定の条件の水域と結びついて生活
する傾向がみられる。いずれの場合も成長・発育に伴う環境要求の変化に応じて浦内を汽
水域から海水域までまたがって利用したり、藻場、干潟、水路部など環境的な性格の異な
る水域を組み合わせて成育場とする利用の仕方はみられない。すなわち、浦内の環境的な
多様性が幅広い魚種に対して環境選好性に合致した条件を提供するのは間違いないが、環
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境的な多様性を組み合わせて、一段階高度な機能をもつ成育場として浦内を利用する利用
の仕方はみられないといえる。 
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Ⅴ．要 約 
 
 本研究では、福島県松川浦に出現する魚類について魚種組成の季節および水域間での変
化を明らかにすることで、浦内にさまざまな環境条件の水域が存在するという松川浦の特
性が魚類の成育場としての機能の構成要素となるのかどうかを検討した。 
 松川浦内の環境的な性格の異なる水域に７定点を設定し、2007 年 8 月から 2008 月 8 月
までの期間、約 2 ヶ月に 1 回の頻度で小型地曳網による魚類採集を行った。また 2007 年 5
月から 2008 年 10 月までの期間、浦内の中央水路部において毎月 1 回の頻度でビームトロ
ールによる魚類採集を行った。 
 調査期間を通し、計 49 種（不明魚種 3 種を含む）の魚類が採集された。出現魚種数およ
び個体数は浦内の水温が外海と比べ低下する冬季には減尐した。一方、水温上昇期の春季
から夏季にかけて出現魚種数が増加し、これらの多くは外海を主な生息域とする魚種の幼
稚魚であった。また魚種組成を水域ごとに整理すると、浦内の河口域や干潟域には内湾汽
水性の魚種が、中央水路部には海水性の魚種が多く出現し、浦内の汽水域と海水域とが混
在する構造に対応した分布になっていることが明らかになった。 
採集された魚類のうち出現個体数の多かった 15 種について、浦内での出現状況および生
活様式を整理し、松川浦の魚類を浦内環境の利用形態に関して以下の３つに区分した。 
A 環境選好性の幅が広く、生活史を通し浦内を広く利用する魚種 
B 特定の環境条件に強く依存して生活しており、浦内の特定の水域のみを利用する魚種 
C 成長に伴う環境選好性の変化に対応し、浦内の複数の水域を利用する魚種 
このうち A 区分および B 区分の多くは、主に浦内の内湾汽水域に年間を通し出現する、汽
水性、内湾性の強い魚種であった。一方、C 区分の多くは、春季から夏季にかけて幼稚魚期
の個体が浦内の海水域を中心に出現する、海水性が強い魚種であった。 
浦内の利用形態という面から松川浦に出現する魚類全体についてみると、浦内の多様な
環境要素を組み合わせて利用する魚種は主に外海から移入する海水性のものであるが、そ
の範囲は外海水の影響を強く受ける水域内に限られる。一方、内湾性、汽水性の魚種では
特定の条件の水域と結びつく傾向がみられる。いずれの場合も成長・発育に伴う環境要求
の変化に応じて浦内を汽水域から海水域までまたがって利用したり、藻場、干潟、水路部
など環境的な性格の異なる水域を組み合わせて成育場とする利用の仕方はみられない。浦
内の環境的な多様性は幅広い魚種に対して環境選好性に合致した条件を提供する。しかし、
環境的な多様性を組み合わせて、一段階高度な機能をもつ成育場として浦内を利用する利
用の仕方はみられないといえる。 
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図12-4．アシシロハゼの胃内容物への食物生物別の出現割合（2008年2月）
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図12-6．アシシロハゼの胃内容物への食物生物別の出現割合（2008年8月）
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図25-1．スジハゼの胃内容物への食物生物別の出現割合
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図25-2．スジハゼの胃内容物への食物生物別の出現割合
（2008年５月、8月）
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図50-1．シラウオの胃内容物への食物生物別の出現割合（2007年８月）
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図56-1．ビリンゴの胃内容物への食物生物別の出現割合（2007年8月）
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図56-2．ビリンゴの胃内容物への食物生物別の出現割合（2008年8月）
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図 62-1．イシガレイの胃内容物への食物生物別の出現割合（2008年2月）
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図62-2．イシガレイの胃内容物への食物生物別の出現割合
（2008年5月,2008年8月）
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図70．マコガレイの胃内容物への食物生物別の出現割合（2008年5月）
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図89．出現様式別出現魚種数の季節変化
（上：小型地曳網調査、下：ビームトロール調査）
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図90．定点別にみた出現様式別出現魚種数の季節変化
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通年出現種
季節的出現種
偶来種
稚魚期 未成魚期 成魚期
マアナゴ ○
ヨウジウオ ○ ○ ○
サンゴタツ ○ ○ ○
タケギンポ ○ ○ ○
ハタタテヌメリ ○ ○ ○
アシシロハゼ ○ ○ ○
マハゼ ○ ○ ○
スジハゼ ○ ○ ○
ヒメハゼ ○ ○ ○
ヒモハゼ ○ ○ ○
ミミズハゼ ○ ○ ○
ヘビハゼ ○ ○ ○
アカオビシマハゼ ○ ○ ○
シモフリシマハゼ ○ ○ ○
チチブ ○ ○ ○
マゴチ ○ ○
アイナメ ○ ○
アサヒアナハゼ ○ ○
表72．　終年出現種の松川浦における出現発育段階
魚種
稚魚期 未成魚期 成魚期
アユ ○
シラウオ ○ ○ ○
ウグイ属魚類 ○ ○
サッパ ○
ボラ ○
スズキ ○
クロダイ ○ ○
シログチ ○
ウミタナゴ ○
ビリンゴ ○ ○ ○
メバル ○ ○
タケノコメバル ○ ○
イシガレイ ○ ○
マコガレイ ○ ○
ヌマガレイ ○ ○
クサフグ ○ ○
魚種
表73．　季節的出現種の松川浦における出現発育段階
図1-1．小型地曳網調査の調査定点
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図2．定点表面水温の季節変化
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図3．浦内および外海の表面水温の季節変化
（松川浦の水温は地曳網調査７定点の平均値
タテ線はそれぞれの最高値、最低値を示す）
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図4．定点別の表層塩分の季節変化
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図９．アシシロハゼ体長組成（全定点合計）の
季節変化（地曳網採集）
2007年8月 2007年10月 2007年12月 2008年2月 2008年5月 2008年8月
St.1A 0 8.67 5.29 0.80 1.87 0
St.1B 0 49.10 No Data 5.43 4.00 0.33
St.2 5.52 18.28 8.85 2.88 1.49 0
St.3 0.34 80.80 6.90 3.56 36.71 0
St.4A 0.29 8.15 6.50 11.23 14.67 0.31
St.4B 1.17 0.22 No Data 0.77 5.17 2.91
St.5 No Data 2.94 0 0.20 0.32 0
表2．　地曳網調査におけるアシシロハゼの出現状況（曳網距離10mあたりの採集個体数）
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図10-1．定点別アシシロハゼ体長組成（ 2007年8月、地曳網採集）
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図10-2．定点別アシシロハゼ体長組成（ 2007年10月、地曳網採集）
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図 10-3．定点別アシシロハゼ体長組成（ 2007年12月、地曳網採集）
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図10-4．定点別アシシロハゼ体長組成（ 2008年2月、地曳網採集）
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図10-5．定点別アシシロハゼ体長組成（ 2008年5月、地曳網採集）
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図10-6．定点別アシシロハゼ体長組成（ 2008年8月、地曳網採集）
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図11．アシシロハゼ体長組成の季節変化（ビームトロール採集）
07年5月
2007年 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
0.38 1.29 0.60 0.20 0 0 0 0
2008年 1月 3月 4月 6月 8月 10月
0 0 0 0.20 0 0
表3．　ビームトロール調査におけるアシシロハゼの出現状況（曳網1回あたりの採集個体数）
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図13．マハゼ体長組成（全定点合計）の
季節変化（地曳網採集）
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St.5 No Data 0.12 0 0 0 0
表4．　地曳網調査におけるマハゼの出現状況（曳網距離10mあたりの採集個体数）
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図14-1．定点別マハゼ体長組成（ 2007年8月、地曳網採集）
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図14-2．定点別マハゼ体長組成（ 2007年10月、地曳網採集）
0
1
2
3
0 20 40 60 80 100 120 140 160 180
体長（mm）
個
体
数
0
1
2
3
0 20 40 60 80 100 120 140 160 180
体長（mm）
個
体
数
0
1
2
3
0 20 40 60 80 100 120 140 160 180
体長（mm）
個
体
数
St.1A
St.1B St.4B
St.4A
St.5
St.3
St.2
07年12月 St.4A
0
1
2
3
0 20 40 60 80 100 120 140 160 180
体長（mm）
個
体
数
図14-3．定点別マハゼ体長組成（ 2007年12月、地曳網採集）
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図14-4．定点別マハゼ体長組成（ 2008年5月、地曳網採集）
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図15．マハゼ体長組成の季節変化（ビームトロール採集）
07年5月
2007年 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
0.13 0 0.20 0 0.29 0.43 1.33 0
2008年 1月 3月 4月 6月 8月 10月
0 0.17 0.20 1.20 0.20 0.20
表5．　ビームトロール調査におけるマハゼの出現状況（曳網1回あたりの採集個体数）
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図15．マハゼ体長組成の季節変化（ビームトロール採集）（続）
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図16．アカオビシマハゼ体長組成（全定点合計）の
季節変化（地曳網採集）
0
1
2
3
0 20 40 60 80
体長（mm）
個
体
数
0
1
2
3
0 20 40 60 80
体長（mm）
個
体
数
07年8月
08年8月
08年5月
08年2月
07年
07年10
2007年8月 2007年10月 2007年12月 2008年2月 2008年5月 2008年8月
St.1A 0 0 0.46 0 0.13 0
St.1B 0 0 No Data 0 0.31 0
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St.4B 0 0 No Data 0 0 0
St.5 No Data 0 0 0 0.32 0
表6．　地曳網調査におけるアカオビシマハゼの出現状況（曳網距離10mあたりの採集個体数）
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図17-1．定点別アカオビシマハゼ体長組成（ 2007年10月、地曳網採集）
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図17-2．定点別アカオビシマハゼ体長組成（ 2007年12月、地曳網採集）
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図17-3．定点別アカオビシマハゼ体長組成（ 2008年2月、地曳網採集）
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図17-4．定点別アカオビシマハゼ体長組成（ 2008年5月、地曳網採集）
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図18．アカオビシマハゼ体長組成の季節変化（ビームトロール採集）
07年5月
2007年 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
0.75 0.43 0.20 0 0.14 0 0 0
2008年 1月 3月 4月 6月 8月 10月
0.17 0 0 0 0 0
表7．　ビームトロール調査におけるアカオビシマハゼの出現状況（曳網1回あたりの採集個体数）
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図19．シモフリシマハゼ体長組成（全定点合計）の
季節変化（地曳網採集）
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St.1B 0 0 No Data 0 0.46 0
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St.3 0 0 0 0 0 0.11
St.4A 0 0.74 0.83 0 0.67 0.15
St.4B 0 No Data 0 0 0
St.5 No Data 0 0 0 0 0
表8．　地曳網調査におけるシモフリシマハゼの出現状況（曳網距離10mあたりの採集個体数）
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図20-1．定点別シモフリシマハゼ体長組成（ 2007年10月、地曳網採集）
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図20-2．定点別シモフリシマハゼ体長組成（ 2007年12月、地曳網採集）
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図20-3．定点別シモフリシマハゼ体長組成（ 2008年5月、地曳網採集）
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図20-4．定点別シモフリシマハゼ体長組成（ 2008年8月、地曳網採集）
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図21．シモフリシマハゼ体長組成の季節変化（ビームトロール採集）
07年10月
2007年 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
0.38 0 0 0 0 0.14 0 0
2008年 1月 3月 4月 6月 8月 10月
0 0.50 0.60 0.20 0 0
表9．　ビームトロール調査におけるシモフリシマハゼの出現状況（曳網1回あたりの採集個体数）
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図22．スジハゼ体長組成（全定点合計）の
季節変化（地曳網採集）
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08年2月
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2007年8月 2007年10月 2007年12月 2008年2月 2008年5月 2008年8月
St.1A 1.84 2.93 3.45 0 2.80 0.71
St.1B 0.53 5.67 No Data 0 0.31 0
St.2 0 0 0 0 0 0
St.3 1.03 0.46 0 0.47 2.22
St.4A 0 0.56 0.17 0 1.00 0
St.4B 0 No Data 0 0 0
St.5 No Data 4.12 0 0 3.33 0.24
表10．　地曳網調査におけるスジハゼの出現状況（曳網距離10mあたりの採集個体数）
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図23-1．定点別スジハゼ体長組成（ 2007年8月、地曳網採集）
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図23-2．定点別スジハゼ体長組成（ 2007年10月、地曳網採集）
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図23-3．定点別スジハゼ体長組成（ 2007年12月、地曳網採集）
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図23-4．定点別スジハゼ体長組成（ 2008年5月、地曳網採集）
0
1
2
3
0 10 20 30 40 50 60 70 80
体長（mm）
個
体
数
0
1
2
3
0 10 20 30 40 50 60 70 80
体長（mm）
個
体
数
St.1A
St.1B St.4B
St.4A
St.5
St.3
St.2
08年8月 St.1A
0
1
2
3
4
5
0 10 20 30 40 50 60 70 80
体長（mm）
個
体
数
08年8月 St.3
0
1
2
3
4
5
0 10 20 30 40 50 60 70 80
体長（mm）
個
体
数
08年8月 St.5
0
1
2
3
0 10 20 30 40 50 60 70 80
体長（mm）
個
体
数
図23-5．定点別スジハゼ体長組成（ 2008年8月、地曳網採集）
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図24．スジハゼ体長組成の季節変化（ビームトロール採集）
07年5月
2007年 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
1.13 1.00 1.80 1.60 1.43 1.14 0.50 0
2008年 1月 3月 4月 6月 8月 10月
0 0 0 0.20 0.20 0.20
表11．　ビームトロール調査におけるスジハゼの出現状況（曳網1回あたりの採集個体数）
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図24．スジハゼ体長組成の季節変化（ビームトロール採集）（続）
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図26．ヒメハゼ体長組成（全定点合計）の
季節変化（地曳網採集）
07年8
08年8月
08 5月
08 2月
7年12月
7年10月
2007年8月 2007年10月 2007年12月 2008年2月 2008年5月 2008年8月
St.1A 0 0 0 0 0.40 0
St.1B 0 0.30 No Data 0.86 0 0
St.2 0.23 8.97 3.79 1.88 5.98 5.71
St.3 0 0 0 0 0.59 0
St.4A 0 0 0 0 0 0
St.4B 0 0 No Data 0 0.17 0.55
St.5 No Data 0 0 0 0 0
表12．　地曳網調査におけるヒメハゼの出現状況（曳網距離10mあたりの採集個体数）
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図27-1．定点別ヒメハゼ体長組成（ 2007年8月、地曳網採集）
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図27-2．定点別ヒメハゼ体長組成（ 2007年10月、地曳網採集）
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図27-3．定点別ヒメハゼ体長組成（ 2007年12月、地曳網採集）
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図27-4．定点別ヒメハゼ体長組成（ 2008年2月、地曳網採集）
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図27-5．定点別ヒメハゼ体長組成（ 2008年5月、地曳網採集）
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図27-6．定点別ヒメハゼ体長組成（ 2008年8月、地曳網採集）
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図29．タケギンポ体長組成（全定点合計）の
季節変化（地曳網採集）
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8月
08 8月
0 5
08 2
07 12月
07年10月
2007年8月 2007年10月 2007年12月 2008年2月 2008年5月 2008年8月
St.1A 0 0 0 0 0.27 0.14
St.1B 0 0 No Data 0.14 2.00 0
St.2 0 0 0 0 0.23 0
St.3 0 0 0 0 0 0
St.4A 0.14 0 6.00 0.46 0.33 0.77
St.4B 0 0 No Data 0 0 0
St.5 No Data 0 0 0 0 0
表13．　地曳網調査におけるタケギンポの出現状況（曳網距離10mあたりの採集個体数）
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図30-1．定点別タケギンポ体長組成（ 2007年8月、地曳網採集）
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図30-2．定点別タケギンポ体長組成（ 2007年12月、地曳網採集）
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図30-3．定点別タケギンポ体長組成（ 2008年2月、地曳網採集）
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図30-4．定点別タケギンポ体長組成（ 2008年5月、地曳網採集）
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図30-5．定点別タケギンポ体長組成（ 2008年8月、地曳網採集）
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図31．タケギンポ体長組成の季節変化（ビームトロール採集）
07年5月
2007年 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
0.38 1.29 0.20 0 0 0.43 0.17 0
2008年 1月 3月 4月 6月 8月 10月
0.17 0.33 0 0.20 0.40 0.20
表14．　ビームトロール調査におけるタケギンポの出現状況（曳網1回あたりの採集個体数）
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図33．ハタタテヌメリ体長組成（全定点合計）の
季節変化（地曳網採集）
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2007年8月 2007年10月 2007年12月 2008年2月 2008年5月 2008年8月
St.1A 0.46 0.27 0.23 0 0 0.14
St.1B 0.27 0.30 No Data 0 0 0
St.2 0 0.92 0 0 0
St.3 0 0 0 0 0 0
St.4A 0 0 0 0 0 0
St.4B 0 0 No Data 0 0 0
St.5 No Data 1.76 0 0 0.48 3.53
表15．　地曳網調査におけるハタタテヌメリの出現状況（曳網距離10mあたりの採集個体数）
図34-1．定点別ハタタテヌメリ体長組成（ 2007年8月、地曳網採集）
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図34-2．定点別ハタタテヌメリ体長組成（ 2007年10月、地曳網採集）
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図34-3．定点別ハタタテヌメリ体長組成（ 2007年12月、地曳網採集）
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図34-4．定点別ハタタテヌメリ体長組成（ 2008年5月、地曳網採集）
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図34-5．定点別ハタタテヌメリ体長組成（ 2008年8月、地曳網採集）
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図35．ハタタテヌメリ体長組成の季節変化（ビームトロール採集）
07年5月
2007年 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
0.88 1.00 1.20 1.80 3.00 1.43 1.67 0
2008年 1月 3月 4月 6月 8月 10月
0 0 0 0.20 0.80 1.00
表16．　ビームトロール調査におけるハタタテヌメリの出現状況（曳網1回あたりの採集個体数）
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図35．ハタタテヌメリ体長組成の季節変化（ビームトロール採集）
（続）
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図36．マゴチ体長組成（全定点合計）の
季節変化（地曳網採集）
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07年
07年10月
2007年8月 2007年10月 2007年12月 2008年2月 2008年5月 2008年8月
St.1A 0 0 0.23 0.23 0.40 0
St.1B 0.13 0.45 No Data 0 0 0
St.2 0 0 0 0 0 0
St.3 0 0 0 0 0 0
St.4A 0 0 0 0 0 0
St.4B 0 0 No Data 0 0 0
St.5 No Data 0.24 0 0 0.16 0
表17．　地曳網調査におけるマゴチの出現状況（曳網距離10mあたりの採集個体数）
図37-1．定点別マゴチ体長組成（ 2007年8月、地曳網採集）
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図37-2．定点別マゴチ体長組成（ 2007年10月、地曳網採集）
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図37-3．定点別マゴチ体長組成（ 2007年12月、地曳網採集）
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図37-4．定点別マゴチ体長組成（ 2008年2月、地曳網採集）
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図37-5．定点別マゴチ体長組成（ 2008年5月、地曳網採集）
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図38．マゴチ体長組成の季節変化（ビームトロール採集）
07年5月
2007年 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
0.38 0.43 3.00 1.80 0 0.43 1.17 0
2008年 1月 3月 4月 6月 8月 10月
0 0.50 0 2.60 0.60 0.20
表18．　ビームトロール調査におけるマゴチの出現状況（曳網1回あたりの採集個体数）
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図38．マゴチ体長組成の季節変化（ビームトロール採集）（続）
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図39．アイナメ体長組成（地曳網採集）
08年5月
2007年8月 2007年10月 2007年12月 2008年2月 2008年5月 2008年8月
St.1A 0 0 0 0 0.13 0
St.1B 0 0 No Data 0 0 0
St.2 0 0 0 0 0 0
St.3 0 0 0 0 0 0
St.4A 0 0 0 0 0 0
St.4B 0 0 No Data 0 0 0
St.5 No Data 0 0 0 0 0
表19．　地曳網調査におけるアイナメの出現状況（曳網距離10mあたりの採集個体数）
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図40．アイナメ体長組成の季節変化（ビームトロール採集）
07年5月
2007年 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
0.25 0.71 1.20 0 0 0 0 0
2008年 1月 3月 4月 6月 8月 10月
0.17 0.17 0 0.40 0 0.20
表20．　ビームトロール調査におけるアイナメの出現状況（曳網1回あたりの採集個体数）
08年10月07年7月
07年6月
08年6月
08年3月
2007年8月 2007年10月 2007年12月 2008年2月 2008年5月 2008年8月
St.1A 0 0 0 0 0 0
St.1B 0 0 No Data 0 0 0
St.2 0 0.11 0 0 0 0
St.3 0 0 0 0 0 0
St.4A 0 0 0 0 0 0
St.4B 0 0 No Data 0 0 0
St.5 No Data 0.12 0 0 0 0
表22．　地曳網調査におけるサンゴタツの出現状況（曳網距離10mあたりの採集個体数）
07年8月
0
1
2
3
0 20 40 60 80 100 120 140 160 180
体長（mm）
個
体
数
07年10月
0
1
2
3
0 20 40 60 80 100 120 140 160 180
体長（mm）
個
体
数
図41．ヨウジウオ体長組成（全定点合計）の
季節変化（地曳網採集）
07
2007年8月 2007年10月 2007年12月 2008年2月 2008年5月 2008年8月
St.1A 0 0 0 0 0 0
St.1B 0 0.15 No Data 0 0 0
St.2 0 0 0 0 0 0
St.3 0 0 0 0 0 0
St.4A 0.29 0 0 0 0 0
St.4B 0 0 No Data 0 0 0
St.5 No Data 0 0 0 0 0
表24．　地曳網調査におけるヨウジウオの出現状況（曳網距離10mあたりの採集個体数）
07年10
2007年 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
0 0 0 0 0 0 0 0
2008年 1月 3月 4月 6月 8月 10月
0 0 0 0 0.40 0
表21．　ビームトロール調査におけるマアナゴの出現状況（曳網1回あたりの採集個体数）
2007年 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
0 0 0 0 0 0 0.17 0
2008年 1月 3月 4月 6月 8月 10月
0.17 0 0 0 0 0
表23．　ビームトロール調査におけるサンゴタツの出現状況（曳網1回あたりの採集個体数）
2007年8月 2007年10月 2007年12月 2008年2月 2008年5月 2008年8月
St.1A 0 0 0 0 0 0
St.1B 0 0 No Data 0 0 0
St.2 0.11 0 0 0.23 0
St.3 0 0 0 0 0 0.33
St.4A 0 0 0 0 0 0
St.4B 0 0 No Data 0 0 0
St.5 No Data 0 0 0 0 0
表25．　地曳網調査におけるヒモハゼの出現状況（曳網距離10mあたりの採集個体数）
2007年8月 2007年10月 2007年12月 2008年2月 2008年5月 2008年8月
St.1A 0 0 0 0 0 0
St.1B 0 0 No Data 0 0 0
St.2 0 0 0 0 0 0
St.3 0 0 0 0 0 0
St.4A 0 0 0 0.15 0 0
St.4B 0 0 No Data 0 0 0
St.5 No Data 0 0 0 0 0
表26．　地曳網調査におけるミミズハゼの出現状況（曳網距離10mあたりの採集個体数）
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図42．ヘビハゼ体長組成（全定点合計）の
季節変化（地曳網採集）
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08年8月
08年5月
08年2月
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07年10月
2007年8月 2007年10月 2007年12月 2008年2月 2008年5月 2008年8月
St.1A 0 0 0 0 0 0
St.1B 0 0 No Data 0 0.15 0
St.2 0 0 0 0 0 0
St.3 0 0 0.11 0 0 0
St.4A 0 0 0 0 0 0.31
St.4B 0 0.44 No Data 0 0.17 0.18
St.5 No Data 0 0 0 0 0
表27．　地曳網調査におけるヘビハゼの出現状況（曳網距離10mあたりの採集個体数）
07年6月
0
1
2
3
0 50
体長（mm）
個
体
数
図43．ヘビハゼ体長組成の季節変化（ビームトロール採集）
07年6月
2007年 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
0 0.29 0 0 0 0 0 0
2008年 1月 3月 4月 6月 8月 10月
0 0 0 0 0 0
表28．　ビームトロール調査におけるヘビハゼの出現状況（曳網1回あたりの採集個体数）
2007年8月 2007年10月 2007年12月 2008年2月 2008年5月 2008年8月
St.1A 0 0 0 0 0 0
St.1B 0 0 No Data 0 0 0
St.2 0 0 0 0 0 0
St.3 0 0 0 0 0 0
St.4A 0 0 0.33 0 0 0
St.4B 0 0 No Data 0 0 0
St.5 No Data 0 0 0 0 0
表29．　地曳網調査におけるチチブの出現状況（曳網距離10mあたりの採集個体数）
07年12月
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図44．チチブ体長組成（地曳網採集）
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図46．アサヒアナハゼ体長組成の季節変化（ビームトロール採集）
図45．アサヒアナハゼ体長組成の季節変化（地曳網採集）
08年5
2007年8月 2007年10月 2007年12月 2008年2月 2008年5月 2008年8月
St.1A 0 0 0 0 0.13 0
St.1B 0 0 No Data 0 0 0
St.2 0 0 0 0 0 0
St.3 0 0 0 0 0 0
St.4A 0 0 0 0 0.33 0
St.4B 0 0 No Data 0 0 0
St.5 No Data 0 0 0 0 0
表30．　地曳網調査におけるアサヒアナハゼの出現状況（曳網距離10mあたりの採集個体数）
2007年 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
0 0.43 0 0 0 0 0 0
2008年 1月 3月 4月 6月 8月 10月
0 0 0 0.60 0 0.20
表31．　ビームトロール調査におけるアサヒアナハゼの出現状況（曳網1回あたりの採集個体数）
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図47．シラウオ体長組成（全定点合計）の
季節変化（地曳網採集）
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08年8月
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08年2月
07年12月
07年10月
2007年8月 2007年10月 2007年12月 2008年2月 2008年5月 2008年8月
St.1A 42.76 0.27 0 0 0 0
St.1B 0.93 8.66 No Data 0 0.31 0
St.2 0.34 32.64 11.61 0 0 0
St.3 5.52 27.82 0.69 0 0 0
St.4A 27.43 0 0 0 0.83 0
St.4B 0.50 0 No Data 0 0 0
St.5 No Data 0.12 0 0 0.16 0
表32．　地曳網調査におけるシラウオの出現状況（曳網距離10mあたりの採集個体数）
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図48-1．定点別シラウオ体長組成（ 2007年8月、地曳網採集）
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図48-2．定点別シラウオ体長組成（ 2007年10月、地曳網採集）
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図48-3．定点別シラウオ体長組成（ 2007年12月、地曳網採集）
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図48-4．定点別シラウオ体長組成（ 2008年5月、地曳網採集）
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図49．シラウオ体長組成（ビームトロール採集）
07年10月
2007年 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
0.13 0 0 0 0 0 0 0
2008年 1月 3月 4月 6月 8月 10月
0 0 0 0 0 0
表33．　ビームトロール調査におけるシラウオの出現状況（曳網1回あたりの採集個体数）
08年8月
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図51．クロダイ体長組成（全定点合計）の
季節変化（地曳網採集）
2007年8月 2007年10月 2007年12月 2008年2月 2008年5月 2008年8月
St.1A 0 0 0 0 0 1.00
St.1B 0 0 No Data 0 0 0
St.2 0.11 0 0 0 0 0
St.3 0.23 0 0 0 0 0
St.4A 0.14 0 0 0 0 0
St.4B 0.17 0 No Data 0 0 0
St.5 No Data 0 0 0 0 0
表34．　地曳網調査におけるクロダイの出現状況（曳網距離10mあたりの採集個体数）
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図52．定点別クロダイ体長組成（ 2007年8月、地曳網採集）
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図53．クロダイ体長組成の季節変化（ビームトロール採集）
07年5月
2007年 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
0.13 0 0 0.20 0.14 0.43 0 0
2008年 1月 3月 4月 6月 8月 10月
0 0 0 1.00 0.20 0
表35．　ビームトロール調査におけるクロダイの出現状況（曳網1回あたりの採集個体数）
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図54．ビリンゴ体長組成（全定点合計）の
季節変化（地曳網採集）
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08年8
08年5月
08年2月
07年12月
07年10月
2007年8月 2007年10月 2007年12月 2008年2月 2008年5月 2008年8月
St.1A 22.18 0 0 0 0 0.71
St.1B 0.40 0 No Data 0 0 1.33
St.2 41.15 0.34 0.46 0 0.69 0
St.3 0.23 0 0.11 0 0.35 9.56
St.4A 107.57 0 0 0 8.31
St.4B 16.33 0.89 No Data 0 0.33 4.91
St.5 No Data 0 0 0 0 0
表36．　地曳網調査におけるビリンゴの出現状況（曳網距離10mあたりの採集個体数）
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図55-1．定点別ビリンゴ体長組成（ 2007年8月、地曳網採集）
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図55-2．定点別ビリンゴ体長組成（ 2007年10月、地曳網採集）
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図55-3．定点別ビリンゴ体長組成（ 2007年12月、地曳網採集）
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図55-4．定点別ビリンゴ体長組成（ 2008年8月、地曳網採集）
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図57．メバル体長組成（地曳網採集）
0
2007年8月 2007年10月 2007年12月 2008年2月 2008年5月 2008年8月
St.1A 0 0 0 0 0 0
St.1B 0 0 No Data 0 0.62 0
St.2 0 0 0 0 0 0
St.3 0 0 0 0 0 0
St.4A 0 0 0 0 0 0
St.4B 0 0 No Data 0 0 0
St.5 No Data 0 0 0 0 0
表37．　地曳網調査におけるメバルの出現状況（曳網距離10mあたりの採集個体数）
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図58．メバル体長組成の季節変化（ビームトロール採集）
07年6月
2007年 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
0 0.86 2.20 0.20 0 0 0.33 0
2008年 1月 3月 4月 6月 8月 10月
0 0 0 0.80 0 0.60
表38．　ビームトロール調査におけるメバルの出現状況（曳網1回あたりの採集個体数）
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図59．イシガレイ体長組成（全定点合計）の
季節変化（地曳網採集）
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2007年8月 2007年10月 2007年12月 2008年2月 2008年5月 2008年8月
St.1A 0 0 0 1.26 0.93 0
St.1B 0 0 No Data 1.00 0 0
St.2 0 0 0 0 0.23 0.43
St.3 0 0 0 0 1.76 0
St.4A 0 0 0 0 0.83 0
St.4B 0 0 No Data 0 0 0
St.5 No Data 0 0 0 0.95 0.12
表39．　地曳網調査におけるイシガレイの出現状況（曳網距離10mあたりの採集個体数）
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図60-1．定点別イシガレイ体長組成（ 2008年2月、地曳網採集）
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図60-2．定点別イシガレイ体長組成（ 2008年5月、地曳網採集）
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図60-3．定点別イシガレイ体長組成（ 2008年8月、地曳網採集）
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図61．イシガレイ体長組成の季節変化（ビームトロール採集）
07年5月
2007年 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
7.38 2.29 0.40 0.80 0.57 0 0 0
2008年 1月 3月 4月 6月 8月 10月
0 0 0.20 0 2.80 0.20
表40．　ビームトロール調査におけるイシガレイの出現状況（曳網1回あたりの採集個体数）
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図61．イシガレイ体長組成の季節変化（ビームトロール採集）（続）
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図63．シログチ体長組成の季節変化（ビームトロール採集）
07年9月
2007年 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
0 0 0 0 0.43 5.14 0 0
2008年 1月 3月 4月 6月 8月 10月
0 0 0 0 0 0
表41．　ビームトロール調査におけるシログチの出現状況（曳網1回あたりの採集個体数）
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図64．スズキ体長組成（地曳網採集）
08 8
2007年8月 2007年10月 2007年12月 2008年2月 2008年5月 2008年8月
St.1A 0 0 0 0 0 0
St.1B 0 0 No Data 0 0 0
St.2 0 0 0 0 0 0
St.3 0 0 0 0 0 0
St.4A 0 0 0 0 0 0
St.4B 0 0 No Data 0 0 0
St.5 No Data 0 0 0 0 0.59
表42．　地曳網調査におけるスズキの出現状況（曳網距離10mあたりの採集個体数）
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図65．スズキ体長組成の季節変化（ビームトロール採集）
07年7月
2007年 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
0 0 0.20 0.20 0 0 0 0
2008年 1月 3月 4月 6月 8月 10月
0 0 0 0.40 0.20 0
表43．　ビームトロール調査におけるスズキの出現状況（曳網1回あたりの採集個体数）
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図66．ウミタナゴ体長組成の季節変化（ビームトロール採集）
07年5月
2007年 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
0.13 0 0 0 1.00 1.00 0 0
2008年 1月 3月 4月 6月 8月 10月
0 0 0 0 0 0
表45．　ビームトロール調査におけるウミタナゴの出現状況（曳網1回あたりの採集個体数）
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図67．マコガレイ体長組成（全定点合計）の
季節変化（地曳網採集）
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2007年8月 2007年10月 2007年12月 2008年2月 2008年5月 2008年8月
St.1A 0 0 0 0 1.47 0
St.1B 0 0 No Data 0 0 0
St.2 0 0 0 0 0 0
St.3 0 0 0 0 0 0
St.4A 0 0 0 0 0.50 0
St.4B 0 0 No Data 0 0 0
St.5 No Data 0 0.33 0 5.08 0.47
表45．　地曳網調査におけるマコガレイの出現状況（曳網距離10mあたりの採集個体数）
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図68-1．定点別マコガレイ体長組成（ 2007年12月、地曳網採集）
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図68-2．定点別マコガレイ体長組成（ 2008年5月、地曳網採集）
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図68-3．定点別マコガレイ体長組成（ 2008年8月、地曳網採集）
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図 69．マコガレイ体長組成の季節変化（ビームトロール採集）
07年5月
2007年 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
1.38 1.14 0.20 0.60 0.14 0.43 0.17 0
2008年 1月 3月 4月 6月 8月 10月
0.33 0.50 0.40 0 1.60 1.00
表46．　ビームトロール調査におけるマコガレイの出現状況（曳網1回あたりの採集個体数）
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図69．マコガレイ体長組成の季節変化（ビームトロール採集）（続）
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図71．ヌマガレイ体長組成（全定点合計）の
季節変化（地曳網採集）
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07年8月
08年8月
08年2月
07年10月
2007年8月 2007年10月 2007年12月 2008年2月 2008年5月 2008年8月
St.1A 0 0 0 0 0 0
St.1B 0 0 No Data 0 0 0
St.2 0 0 0 0 0 0
St.3 0 0 0 0 1.41 0
St.4A 0 0 0 0 0 0
St.4B 0 0 No Data 0 0
St.5 No Data 0 0 0 0.16 0
表47．　地曳網調査におけるヌマガレイの出現状況（曳網距離10mあたりの採集個体数）
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図72．ヌマガレイ体長組成の季節変化（ビームトロール採集）
07年5月
2007年 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
0.13 0.57 0 0.20 0.14 0 0 0
2008年 1月 3月 4月 6月 8月 10月
0 0 0 0 0.40 0.20
表46．　ビームトロール調査におけるヌマガレイの出現状況（曳網1回あたりの採集個体数）
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図73．アユ体長組成（地曳網採集）
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図74．サッパ体長組成（地曳網採集）
07年10月
2007年8月 2007年10月 2007年12月 2008年2月 2008年5月 2008年8月
St.1A 0 0 0 0 0 0
St.1B 0 0 No Data 0 0 0
St.2 0 0 0 0 0.23 0
St.3 0 0 0 0 0 0
St.4A 0 0 0 0 0 0
St.4B 0 0 No Data 0 0 0
St.5 No Data 0 0 0 0 0
表49．　地曳網調査におけるアユの出現状況（曳網距離10mあたりの採集個体数）
2007年8月 2007年10月 2007年12月 2008年2月 2008年5月 2008年8月
St.1A 0 0 0 0 0 0
St.1B 0 0 No Data 0 0 0
St.2 0 0 0 0 0 0
St.3 0 0.23 0 0 0 0
St.4A 0 0 0 0 0 0
St.4B 0 0 No Data 0 0 0
St.5 No Data 0 0 0 0 0
表50．　地曳網調査におけるサッパの出現状況（曳網距離10mあたりの採集個体数）
2007年8月 2007年10月 2007年12月 2008年2月 2008年5月 2008年8月
St.1A 0 0 0 0 0 0
St.1B 0 0 No Data 0 0 0
St.2 0.34 0 0 0 0 0
St.3 4.25 0 0 0 0 0
St.4A 0 0 0 0 0 0
St.4B 1.17 No Data 0 0 0
St.5 No Data 0 0 0 0 0
表51．　地曳網調査におけるウグイ属の出現状況（曳網距離10mあたりの採集個体数）
2007年8月 2007年10月 2007年12月 2008年2月 2008年5月 2008年8月
St.1A 0 0 0.11 0 0 0
St.1B 0 0 No Data 0 0.15 0
St.2 0 0 0 0 0 0
St.3 0.11 0 0 0 0.94 0.22
St.4A 0 0 0 0 0 0
St.4B 0 0 No Data 0 0.67 0
St.5 No Data 0 0 0 0 0
表52．　地曳網調査におけるボラの出現状況（曳網距離10mあたりの採集個体数）
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図75．タケノコメバル体長組成の季節変化（ビームトロール採集）
07年5月
2007年 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
0.13 0 0 0 0 0 0 0
2008年 1月 3月 4月 6月 8月 10月
0 0 0 0 0 0.20
表53．　ビームトロール調査におけるタケノコメバルの出現状況（曳網1回あたりの採集個体数）
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図76．クサフグ体長組成（全定点合計）の
季節変化（地曳網採集）
07年8月
2007年8月 2007年10月 2007年12月 2008年2月 2008年5月 2008年8月
St.1A 0 0 0.00 0 0 0
St.1B 0 0.15 No Data 0 0 0
St.2 0 0 0 0 0 0
St.3 0.57 0 0 0 0 0
St.4A 0 0 0 0 0 0
St.4B 0 0 No Data 0 0 0
St.5 No Data 0 0 0 0 0
表54．　地曳網調査におけるクサフグの出現状況（曳網距離10mあたりの採集個体数）
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図77．クサフグ体長組成の季節変化（ビームトロール採集）
07年7月
2007年 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
0 0 0.20 0.20 0 0.14 0.17 0
2008年 1月 3月 4月 6月 8月 10月
0 0 0 0 0.20 0.20
表55．　ビームトロール調査におけるクサフグの出現状況（曳網1回あたりの採集個体数）
2007年 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
0.25 0 0 0 0 0.14 0 0
2008年 1月 3月 4月 6月 8月 10月
0 0 0 0.20 0.20 0.20
表56．　ビームトロール調査におけるアカエイの出現状況（曳網1回あたりの採集個体数）
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図78．イシカワシラウオ体長組成（全定点合計）の
季節変化（地曳網採集）
0
1
2
3
0 20 40 60
体長（mm）
個
体
数
0
1
2
3
0 20 40 60
体長（mm）
個
体
数
0
1
2
3
0 20 40 60
体長（mm）
個
体
数
07年8
08年8月
08年5月
08年2月
07年12月
07年10月
2007年8月 2007年10月 2007年12月 2008年2月 2008年5月 2008年8月
St.1A 0.11 0 0 0 0 0
St.1B 0 0 No Data 0 0 0
St.2 0 0.11 0.11 0 0 0
St.3 0 0 0 0 0 0
St.4A 0.14 0 0 0 0 0
St.4B 0 0 No Data 0 0 0
St.5 No Data 0 0 0 0 0
表57．　地曳網調査におけるイシカワシラウオの出現状況（曳網距離10mあたりの採集個体数）
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図79．ヒイラギ体長組成（ビームトロール採集）
図80．シマイサキ体長組成（地曳網採集）
07年10月
2007年8月 2007年10月 2007年12月 2008年2月 2008年5月 2008年8月
St.1A 0 0 0 0 0 0
St.1B 0 0 No Data 0 0 0
St.2 0 0 0 0 0 0
St.3 0 0 0 0 0 0
St.4A 0 0 0.17 0 0 0
St.4B 0 0 No Data 0 0 0
St.5 No Data 0 0 0 0 0
表59． 地曳網調査におけるシマイサキの出現状況（曳網距離10mあたりの採集個体数）
2007年 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
0 0 0 0 0 0.29 0 0
2008年 1月 3月 4月 6月 8月 10月
0 0 0 0 0 0
表58．　ビームトロール調査におけるヒイラギの出現状況（曳網1回あたりの採集個体数）
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図81．シロギス体長組成（地曳網採集）
08年5
2007年8月 2007年10月 2007年12月 2008年2月 2008年5月 2008年8月
St.1A 0 0 0 0 0 0
St.1B 0 0 No Data 0 0 0
St.2 0 0 0 0 0 0
St.3 0 0 0 0 0 0
St.4A 0 0 0 0 0 0
St.4B 0 0 No Data 0 0 0
St.5 No Data 0 0 0 0.32 0
表60．　地曳網調査におけるシロギスの出現状況（曳網距離10mあたりの採集個体数）
2007年8月 2007年10月 2007年12月 2008年2月 2008年5月 2008年8月
St.1A 0 0 0 0 0 0
St.1B 0 0 No Data 0 0 0
St.2 0 0 0 0 0 0
St.3 0.23 0 0 0 0 0
St.4A 0 0 0 0 0 0
St.4B 0 0 No Data 0 0 0
St.5 No Data 0 0 0 0 0
表61．　地曳網調査におけるイスズミの出現状況（曳網距離10mあたりの採集個体数）
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図82．イスズミ体長組成（地曳網採集）
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図83．ヒメジ体長組成（地曳網採集）
2007年8月 2007年10月 2007年12月 2008年2月 2008年5月 2008年8月
St.1A 0 0 0 0 0 0
St.1B 0 0 No Data 0 0 0
St.2 0 0 0 0 0 0.43
St.3 0 0 0 0 0 0
St.4A 0 0 0 0 0 0
St.4B 0 0 No Data 0 0 0
St.5 No Data 0 0 0 0 0
表62．　地曳網調査におけるヒメジの出現状況（曳網距離10mあたりの採集個体数）
2007年 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
0 0 0 0 0 0 0 0
2008年 1月 3月 4月 6月 8月 10月
0 0 0.20 0 0 0
表64．　ビームトロール調査におけるアカハゼの出現状況（曳網1回あたりの採集個体数）
2007年 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
0 0 0 0 0 0 0 0
2008年 1月 3月 4月 6月 8月 10月
0 0 0 0 0.20 0
表63．　ビームトロール調査におけるヒメジの出現状況（曳網1回あたりの採集個体数）
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図84．クサウオ体長組成の季節変化（ビームトロール採集）
07年5月
2007年 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
0.13 0 0 0 0 0 0 0
2008年 1月 3月 4月 6月 8月 10月
0 0 0.40 0 0 0
表65．　ビームトロール調査におけるクサウオの出現状況（曳網1回あたりの採集個体数）
08年4月
08年5月
0
1
2
3
0 20 40 60
体長（mm）
個
体
数
図85．ホシガレイ体長組成（地曳網採集）
08 5月
2007年8月 2007年10月 2007年12月 2008年2月 2008年5月 2008年8月
St.1A 0 0 0 0 0.13 0
St.1B 0 0 No Data 0 0 0
St.2 0 0 0 0 0 0
St.3 0 0 0 0 0 0
St.4A 0 0 0 0 0 0
St.4B 0 0 No Data 0 0 0
St.5 No Data 0 0 0 0 0
表66．　地曳網調査におけるホシガレイの出現状況（曳網距離10mあたりの採集個体数）
2007年 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
0 0 0 0 0 0 0 0
2008年 1月 3月 4月 6月 8月 10月
0 0 0 0 0.2 0.20
表67．　ビームトロール調査におけるホシガレイの出現状況（曳網1回あたりの採集個体数）
2007年 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
0.13 0 0 0 0 0 0 0
2008年 1月 3月 4月 6月 8月 10月
0 0 0 0 0 0.20
表68．　ビームトロール調査におけるヒラメの出現状況（曳網1回あたりの採集個体数）
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図86．カワハギ体長組成（ビームトロール採集）
図87．コモンフグ体長組成（ビームトロール採集）
07年11月
2007年 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
0 0 0 0 0 0 0.17 0
2008年 1月 3月 4月 6月 8月 10月
0 0 0 0 0 0
表69．　ビームトロール調査におけるカワハギの出現状況（曳網1回あたりの採集個体数）
2007年 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
0 0 0.20 0 0 0 0 0
2008年 1月 3月 4月 6月 8月 10月
0 0 0 0 0 0
表70．　ビームトロール調査におけるコモンフグの出現状況（曳網1回あたりの採集個体数）
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図88．ヒガンフグ体長組成の季節変化（ビームトロール採集）
07年5月
2007年 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
0.25 0.43 0 0 0 0 0 0
2008年 1月 3月 4月 6月 8月 10月
0 0 0.20 0 0 0
表71．　ビームトロール調査におけるヒガンフグの出現状況（曳網1回あたりの採集個体数）
08年4月
07年6月
出現様式 河川淡水域 河川汽水域 内湾汽水域 内湾海水域 外海
アユ S ○ ○ ○ ○
チチブ R ○ ○ ○
ウグイ属魚類 S ○ ○ ○ ○ ○
アシシロハゼ R ○ ○
スジハゼ R ○ ○
ヒメハゼ R ○ ○
ヒモハゼ R ○ ○
ミミズハゼ R ○ ○
ヘビハゼ R ○ ○
シモフリシマハゼ R ○ ○
ビリンゴ S ○ ○
シラウオ S ○ ○ ○
ボラ R ○ ○ ○ ○
マハゼ R ○ ○ ○ ○
スズキ S ○ ○ ○ ○
クロダイ S ○ ○ ○ ○
ヌマガレイ S ○ ○ ○ ○
アカオビシマハゼ R ○ ○
サッパ S ○ ○ ○
イシガレイ S ○ ○ ○
マコガレイ S ○ ○ ○
アカエイ R ○ ○
マアナゴ R ○ ○
ヨウジウオ R ○ ○
サンゴタツ R ○ ○
タケギンポ R ○ ○
ハタタテヌメリ R ○ ○
マゴチ R ○ ○
アイナメ R ○ ○
アサヒアナハゼ R ○ ○
ウミタナゴ S ○ ○
メバル S ○ ○
クサフグ S ○ ○
イシカワシラウオ O ○
シロギス O ○
アジ科魚類 O ○
ヒイラギ O ○
ヒメジ O ○
イスズミ O ○
シマイサキ O ○
アカハゼ O ○
タケノコメバル O ○
クサウオ O ○
ヒラメ O ○
ホシガレイ O ○
カワハギ O ○
コモンフグ O ○
ヒガンフグ O ○
シログチ S ○
表74．出現魚種の魚種別分布特性と出現様式
（R:通年出現種、S:季節的出現種、O:偶来種　を示す）
